
2遺構

報告の対象となるJ急成が広大なので，遺憾の位置車示法専についてあらかじめ触れておくこ

とにしよう。

まず，間住地線東部を南北に縦断する樹立住居SA臼5/)あたりを 「馬銀」百冊域の東限と

・み，そのm側白道路 SF6田3 を含む空間は J型国外と考える。 道路の斑刊には~IIな官街厳が想

定されるが，西辺のごく一部を調査したのみて'その性絡については未解珂な点が多いため，恒

に「馬車車官情」と呼んで記述を進める。 馬寮東宮衛

倒別の酬の記載にあたっては，調査時の地区制りに却l拠して地情の{合同制示するが，そ跨聖域の

白基本的な4加..は以下の通りである。すなわち，おおよそ北半聞は6ADCIK，間半出は6ADD

• IKにあたり，荷鳩のごく小部分が6ADE区となる。これらの大地医内をさらに水間一政分程度

の大きさの中地区に区分するが，区分法は大勉区lijで3もなり ，6ADC匹のばあいは弁字状に9

中地区に分itる〈商北隅には調査が及んでいないので，実際には8区画)06ADI) I実の基本はキ字状

の6分割であるが，都合でP巨の北3分の2ほどが東に聾り山t..，M区が小さくなっている。

このようにしてb 耐えば6ADC-P区といえば酉辺の中央やや北谷りの18jljを指すことになる

• (PlAN 2 ~!KO。

務良時代から平島氏官出絶後12世紀固までに構聾されたと-'tえられる遺構として，画面中I"J

(佐伯門SB3醐')，西国大m但A1酬〉の一部をはじめ，宮内の官筒峨を画する型地 ・塀建物・
稀 ・井戸 ・土摘などがある。これらのうち，佐伯門およびその周辺の過織については 『平城官

報告IXJにおいて既に報告済みであるが，必要に応じて再度取り上げる。また，王子斌宮西岡大

・t互に援する四一坊大路についても，ごく小面闘について問主したに過ぎないが，同盟の占地や

班物配出の問題と抵触する部分があるので，合わせて報告することにしたL、。

検出した迫拙のうち，盟物および塀はすべて制立柱による。したがって，以下町記述におい 鋸立柱

ては単に「阻物」あるいは「塀j左称することにし，特に掴立蛇であることをことわらなし、。

また，盟物 ・ 塀 ・ t11などの ;l'.W~の多くはいわゆる平続方{~ (内災北面2廃絶姻邸区沿剖の北附結構の 方位と基'"

S 京白方位を1.¥11'と したもので，この佐原系は同土方限度伊!mVl腹標系のフJ限;}j位に対してNOス01'47'代.v!反 点
れる)に近い方位をとっている。特に娠れ等に言及しないばあいはこの平続方位に剛っている

ものと解釈されたL、 以下の報告においてN.E.Wを付して示す世胞は，革節点 No.14 (国

k方官雌標lfJ \'1雌標系で X= ~145 ， 5曲目. Y=-18.9回"の依)を品点 (0，0)にした平様方位で

の耐である。たとえばNlOOとは基準点 No.Hから北へ1田 m，W60とはいlじく面へ60mと，' 

・う草味である。

建物国槙に闘する記述は， r11(曲Jr南北」の全長を襲、I'ftで記し.必事に応じて航行 ・里行 ・周 複

由の出および桂問問世 ・尺値を( )内で述ベる方法をとる。「柱穴J・「桂掴形」などの用語

については 『平誠宮線告¥Uに，また偲々の柱穴の呼称 ・位記l決示については 『平成官報告

X1Jにしたがう。

事 主3必i立川の記述にあたっては，追例を可能な限り時期別に区分し，川一時間のものについて配述の順序

は原則として官両区画絡投，主要建物，中小辿物，場，升p，土捕の111に行なう。検附遺梢は

大きく'1'島氏官造世当初'1(第I則)，京良時代初期 C!:i1II釧)，奈良II，lIt'ド官i(mllJ捌)，去を良時代末
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期〈節lVJt!J)，平謹上皇時代 Cl1W捌〉および官虎絶後(貨 V1W!)の 6時JUIに区分できるが〈第U

出期についてはさらに細分可能であり， また一部の組物符は甑数期にわたっ C作続したと思われる)，時期

区分のa込処等については後にまとめて酎示する。しかしながら，並置する遺構も山土遺物もな
L、ため時聞を決定L嫌い遺構も少なくなも、。特に小胆模建物にその師向が強、、 これらについ

ては 「その他の温情」として宮鹿絶佳のもりと一括して報告Fる。 • 
A 第I期(平城宮造住当初〉の逃桝

宮の造営にあたり，土地造成に作なう排水闘の掴附や官酎区同等を控目するためり基準艇の

設定および匝段的な閉塞施設の構聾などが行なわれた時期である。まだ官酎建物帯は完成して

いなL。主な遺憾として冊2，塀2がある。

SD6!おo(PLANI7. 21.26;PL36) 6ADE-A. B. K匹

馬車地域~t~端にある繋侃り東西部で，相 1.7-2.0m，深さ6加ある。班端は羽査範囲外へ旺

び，丙端は未確認であるが，延長田mにわたって検出した。 このSD69舶は，佐伯門SB3反則

の基副姻込地換の世焼から求めた門基出南北中軸躍の京延長組上にほぼ果る。年代を決める手

懸りとなるような遺物は出土しなか。たが，地山田に拙り込まれていること，宮内道路の路而

の 古事とみられる小際敷SX7倒)()がSD6980を恩院した後に設けられていること』また調査地・

• 

城東南で検附した郎按車官商南半面iの西国をなすと思われる南北務SD団曲(ttll冊 よりも古

地劃湾 いことから，符造世にかかる地割冊の "f能性が強い。 ただし，佐伯門の時出掘込地主との古~i

関係については未確認である。

、"'，'、
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b ロ f同
Fig.13 SX7000とSJ)6!醐の聞係

SA3縦訓1) (PLANI2.13.22.23.2;j.ぉ;PL 16・25・33.34)

6ADC-O . P， 6ADD-O ・p・Q区

長大な塀 司型地峡i'1i端近〈を南北に縦断する長大なI制tlAである。南端は佐伯)"JSB3600の革JjJ東北

付近から始まり，北端は調査範囲外へEびるため未確認であるが，延長211m (80r.:J) tLI:に及

ぶ。柱掘形は概して不整形であるが一辺 1.2m以上と大きく ，深さは田町ほどの由いものが多

い。柱がすべて紋き取られているため柱問寸法は不明確であるが，等附!とはならず9尺を標準

に前後若干のばらつきがあった左考えられる。多量の遺構とlI!lUし，切り合い関係ではも、ずれ . 

• 

よりも占L、 なお，前25次調査で検出した南北1，SA3S凹とは，佐伯門に対して南北に振り分
けの形をと って一直組上にJfぶ。門の位也だけは聞くのである。

SA3680については1 従来奈良時代初期における府寮白紙1械の両院をなす射と考えられてき

1)俣式闘のKGr;・住艇をとどめる偲形 ⑨柱III跡をとどめる雛形 01Ji取泌跡あり C似立住掘形
推定〈すべて方位は上が北，縮尺fJ600分の 1) 

30 



たが，出 H 聞の処物配置計画組 lーには乗ら r. しかも ~ìn 聞の土蝿SK63却 より世件、ため， 西 仮段の進閉
益段

而大1且が完成するまでの似占的な遮間施』と解釈する)jが妥当である。柱聞が4、iLでちり ，ま

たすべての村が紘き取られている点も消械的ながら傍証となろう。

W飽
一一一一一『←

納得S

Fig.14 SK6~50 と SA3飽O の附係

SA6315 (判.̂N22; 円 お 6ADD-O!~

H10.Om 明 2

事 SA3680の問機から<11山H<>tt穴と柱簡を揃え，その州li1こ魁びる京凶暗躍である。 2間分検

:1.1.桂1::]は JO尺である 。 SA3680との聞は 13尺と広<.これにlr~ り{れ、たものとは叫われない。

位回は佐伯門と凶而北門推定位置との'1'fllJより<I.2mほと1tにある。糾院は不明であるが，大

J..島常の障のじ区滑りのような施設であろうか。位六内から事円ιJf.66制 F型式が出土している。
SD&1曲 (PLA苅勾 6ADC-G区

'*' m輩Jt['ff両以北端近〈を東西に走る葉掘り講である。制約60<凧 漂さ25削ほどで，西繍は15
世域班限付近にあり，東は調炎範囲外へEびる。このHlJ町民さ24mを検出したが山土遺物はな

く ， 性剛志不明lである。 ，I.!~y，t東官飼の丙而聾地SA6J却やその附flh'/H'jS師 151・6152より も

先行して地山iIJjに似り込まれてし占。I旬。地割前S田9固からJt257. 6mの(，'[.jY1.にあたり ，尺

岨に正iすと870パ (1~ "， O . 2'J6m と して〉 と なる。

B 第E期(奈良時代初期〉の泣椛

官耐としての体mがはじめて整ったH.Y)PIで，立怖としては，11!i1(ri大J.!iSAl600，位伯I"JSB 
3曲。の措か，姐物 7.宮内迫間 1.柑3などがある。市北官"刷1-D1i凶l点地物 S1J64田はこの

時IPJQ')11闘と-'iえられる建物で.11也のJl!物等はこれを基Niに盤然と配置されている。ただし，

H遁世当初に構築された似品の出北塀SA3680は一時併有したらしく ，辿物配置は全体に点に

中寄っている.この時期。時3長官両域の1t・w:-T'旬を匹岨すべき集地ないし緋等の温情は検出さ
れていない l仲巾F旬jと北につLい、ては，t身駿夜門を入つてg出uぐのと ζろでもあり，和川lらカか、の直閉B施駐苫があ

ワたはずである すベて削平されてしまつたものとJ考守えざる毛を:I!仰}ないが'なお検J対すを虫

姐であるa玄た'弁戸が つも検H附i さI孔ιていな、 山も 4小、 H吋L\山↓~..jq再なと ζ ろである。

lWtをJli1Hii地織ではl首下部にのみ碑を巡らした I~曲ができる。

'*' SX7側)()(I'LAN 21 ; 1'1. 36) 6ADE-H I~ 

，\!~j拠地域南端 '1'9とで検出 した煤敷而で ， !t!凶桝 SD6980 を担Jlめ民した後の整地土上而に小礁

を肱きつめてある。i棺ItP，j柑は1>々 旧水凶庇土直下に鍋lられた1/'.f tの新U . 2 ~たの東西浦によ

って失われているが).J{さ~'，; 9 m，相 1.5mにわた。て点四)j刷に分布する。f部分的にしか遺

作していないため断kどはできなL、が，佐伯門の市北'1'油脂 iーにあたるので I"Jから *へ}mmす

- る川内泊r;¥の路加Iであろう (Fig.13 ""附お
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正

807013 (I'LAN 21 ; I'L 36) 6ADE-B凶

SX7冊。の北約3mのとこるを弘行するぷ制り .lU州内である。相5OCI11，i本さ25cmほど Cあ

るが， SX7加。いi級部分的に遺存するに過ぎなL、。年代を決定 するにJeる迫物は11¥土しなかっ

たが， S回980と同じく地山面に掘り込まれ，四 lも瓦Lにlii似するため， [i向指の II，~聞はさ ほ

ど踊らないであろう。SX7伽lOと併イfした"1能性がl蹟<.両者の位世間係からみて佐伯門*円$

宮内道路町北側桝と考えられよう。

8D59曲 (PLAN1<1・15，16・17;PL 21 舗・36・37)

6AOC-K， 6ADD-L. M ， N， O. P， 6ADE“A[丘

川J:l見fir耐刷、['.部の阿を画する葉掘り尚北i.'1で.制3.-.-4m， J"?#さ曲，.ある。lh聾:m:'自制北

'[混との揖をなす点凶耳 5D白紙切白端から::itL， fJ，パ内["1の尚北中軸組のJli世f(上て:}Uへ折れ， 場

全長はl曲mに及ぶoltYfJ!l!土からA、簡 l山および多比の」器 ・瓦's.が11:上したoA、簡は府1嗣5il 

と信量定されるもりで。 l:-l/:~聞は平波宮土器 1I を主体とし，圧は藤原宮式が多い。 また， SD臼曲

の・ 1ヰ~どで杉!lU したC :.j-. 形に聾l出する Jd 摘 SK帥98 はこの砕をI}hて掛り込まれているが，

土摘埋土に合まれてL た土器誌は平成宵土総 [[ ・ [[[ に~!られる。 したがって ， S日5960は宮浩討

当初からさほど隔らない時点で開削され，最良時代前 l内には燦め尽されたと考えられてきた。掌

しかしながら S05960からは平
院 j

ae色砂出."品質 t 二二=
城宮土;怨11'も併せ山土してお旦叫二二ユセ 二割

SI¥609S 

り，またせ£畢富Jf.制年[[[聞に届

tる回目F・6719.'¥盟えが出土

している。したがって，少なく

Sl.~謹息

も=.:L.l:
.，'ig.15 SD59剖とSK6曲8の聞係

H6'1. Yl"l1 

一一一司

とも出 III J~までは殴能Lていたと与えl立さ t.ければならなL 、。なお ， 5D5960を悶禦m守西南
半却の凶rm築地凶 Ilii~会開とみるむきもあるがl 訓 ft範凶内では集地の叫跡すらみあたら f， も

し築地があったとしても，それは点刊の水品先のところとなる。今後の検，).1，理屈としたL、。

505960 は~t樹で班に折れ，出37次ぬJ:tで枝川している点丙 i.YìSD5280へと迎なると思われ

当跡

る。今恒l倹IUした 5D5280の西端部と叫われる間は制約3.2m，深さJ.1 mほどの縦模である。 毎

日訂次調伐においては.s出 .280はw:方へと 115m以上の)!さになるニと !当初は幅約6.5mで
あったもりが1 後に北寄りに幅2.4mほどの狭い押 (5052同町に改修されていることを確認

してt る 。 SD坦田内端部と思われる開は SI)坦80点怖と ~t凶を鍋えるものの制は民< ， 改修後

の5D528013に比定するのが塁内となる。しカし，この SD5280B凶端;市は日[1'J閉まで存位し

たことも傭;!;であり ?よ二の時期には5D5960は叫に組勺てLるわけだから辿なり ょうがないこ . 

とになる。ζのffli分は且水路卜にあたり[.. 分なA丘が行なえなかった地ιでもあり問題山とし
て曲さざるを叫なL、
S8副胡 (PLAK"9; 1'L S) 6AOC-ll・i¥1lき

阿波地域北部中央にある l削じ凹刷t*~1刷物で， こ制与

段 則の正世とME'えられる。東凶 20.5m(7間.10.火事削)， [tj~t 

11. 7m (身内2川・耐北両附のH¥とも10){浄t:I!)q) J;且燃である。身会

および曜のli'.I~;形は一辺 1.2m i1ijf北深さ 1mほどのJi形1iを

なすが，~t腕iの位剣形は一辺 O. 8m ， i家主0.5mと小冊りで世

1) r 'fl~武官第37 . 39 . 40. 41次発掘掲査概鰍J1967 P丸
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い。Jヒ曲は後に泊加したものであるう@北嗣の住掘形4プ"I野に断而l八向形状に加工した柱恨

(r~2⑪斗&旬。 長さ加~以国)が残り，柱問を計制すると平均2.93mとなる. 多くの辿物左重復す

るが，位穴の切り合い凶係ではS136173.6175.6451・刷剖 64曲のいずれよりもl刷 。

厩脇

北半{ま増築

6AOC-MI! SIlo4お (1'1..'¥1'¥9.10;PL 12) 

東西5.9m(2m!. 10，尺割問)，i削t38.45 0臼田町凶方に盟つ問~t101珪物で，• 
正由5B64却に対する脇闘に相当する辿物m (13川]. 10，尺別:mと長大である。

といえよう。け円 7間分の側柱鍋形は一辺1.0_1.5m，む裂さ1m強の方形であ

It'lのものは辺O.8m，深さO.6mとひとまわり小さL、。同時るのによILてl

I村カ‘ら 2.3..f.711リI十j可f司:には!細工ではなく， ~け は後の増築であろう 。

六

五

匹

三

?
人
「
1A
Wl
-o

1.jf 

11 の側通りに住穴があり ，特に 7 間はりものは側伎の説形にII~敵する大きさを• 
棟泊りの位穴のうち市Uc， これを当初の北韮位とみるのである。もつため，

。3 WJ から 2 ・ 4 川 11 のものは拙形の大きさからみて I III(I:~)住と J貯えられるが。

11りものは丹しく小型であるので床!kの可能性がi崩<， 586425の市刊の一部

O はW'llりであったと可えそうである。南端部を'1'心に61l'i貨で八f!1形断uijの本]

阪〈佳20-3恥制。 J之さ鈎_.30咽〉が残り，住問寸法は->fl.P..:}2.95 mでるる。• 
$13&150との配日開係をみると 当初の~t長技師は 56刷閣の身合南側桂蹄

に鍋い，またS出岨5の:w:側桂樹と 586450町西安住簡との距離は 11.6m (-10尺〉であり， 10尺

を革iVlI-:'rI~ lil~が~1二配置した三とはIJJ らかである。 なお. 5B6425はSB6190・6195• 6381 • 63 

切り合L、からいずれの辿物より 11;~ 、85・日86・6419.6，1却と5au-，るが，

6A日>M区SlJ6180 (PLA~ 10; i'L 11) • 
… こあり …鮪胤…………え江刈刈一て叫ψ加姐酢伽つ叩.)

A胤!凶1日2m刷 〈何5叫 7.5尺?事別別p卵刊↑"悶山1))，南北4.:lm (21::). 7.5尺事問)ほどであるo桂剣形はl利岡村:栢では

以はおろか位叫跡さえほとんど残っ といないため建物脱燃は1E'fi'diて'ないが。

間さO.5mのノJ形だが，北側住のものはやや小さくィ、監正予をなす。SB64回の身合一辺I.Om，

市側位制かI?Ss61舶のIti側柱紡までの距雌は29.5m (IOOJ"!)であり!州rdま;1凶作Jな配匝l珂係• 
取前にあるとみなせる。5136180はSB臼却の間世相当の辿物であろう 。他の迫桃とはI[(lUしない。

6AIX::-J-I l~: 8s6170 (I>LAK 7; J>L却〉

51161曲の*市にある間欠きの東曲仙寺IJt棟辿物である。班特製悦は東西8.8

I.I){ .開別である。身千件のm (身1・~2 r.ll刷のllJとも10尺車問).出北24.8m(6/::1. 

桂樹形は-.il.lO.8-..1.0m，深さO.5mであるが，耐のものはー辿O.5--0. 7mと小• 
I¥-iりで， ~t端の 1 醐を火〈 。 府には半間阪にIt\JY.:が立つが，住穴はさらに小さめ

房馬，~に付随するような位日にあることから "iiEri' Cある。HAなlJ!物であり，

5135951とー泌の柱穴が皿住しており，5 136170 の)iが 8~、。t)とりえられる

6AOC-~ I~: Ss6300 (I'I.AN 11: PL 17) 

Ss61¥25のl村晋カら約2，lm問ブJにあり ，S136425と東川村闘を揃えて辿つ総位組物である。*胸刷

部
一

7 J{ ~ I::J)で . I削tがややj占L、。柱同5.7m(:J 1111. 6.5ベ':"，IlIlD，市Jヒ6.3m(31::J 

品.1形は一辺 1tllliii後j 採さ O.8m と IJI絡(~~-C'， 

鷹倉
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属

SIl5揖5.59る6(1'1ヘf¥'15; I'L 28) 61¥DD-L • Ml.o< 

I目指地域車両にあり，尚北に並んで辿つ2憾のl削tfll辿物である。出陳SB59

55は東西5.9m (2間 10尺等間1).南北19.2m(8/lH， 8火事制〉であるりに対して，

北機SB却56は車凶5.5m(2 ml. 9.5，尺等閑) . 南~t.2 1. 3m (9肌 8尺専問〉で，梁

間 l法が異なる。しかし，両者は棟通柱筋を繍えている。打出形はともに方形

で， 大きさは一辺O.8-.- 1. 0m ， 深さ O. 8mを標~Iとし 1，'1 のばらつきがある。 5B

5955の北奮と S05956の出.j警の間は5.4m(18，尺〉鰍れるが，両側娃師'1'うたにも住

通冗があるので，両者はこの 2r:リ (9火予間)をm泊としてJU"，する えhのえII物であ l

った可施性もある。両者とも柱艇の遺存不が良く，断ilii八i'l形状をなし，世は?

14. 5--23. 5cmと共泌するが，SB5956がコウヤ Vキであるのに片して Ss5955はヒ

ノキを)11材としている。基準尺も SB59日町方がやや}れ、。したがって.SB5956 

がまずlI!てられ， その巾に SI主5955を増策した世聞で附イ告をぬ過で結んだとおち'え

るのが耳当であろう ~ 11殿 5B6450の耳l安から 585956の班側娃紡までの距離

はl<I.9m (田IJ'!).またS酎 4却身合南開住師と Ss却詰の北安との間は101.0m

(3.10，尺〉であり ，これらの建物もまたiE庁世合併と一体O)~ I'同のもとに造営されハロイ

房 たもりとl!I!鮮できる。規模と形状から応Mと判断する.

+

九

八

七

。
t， 

八事

七

五

回

司酔

騰

SK63胡 (PLMぜ13:PL 1の 6AOC-M.N匹

正庁世会鮮の自l旬11，itkli SB日30 の商6こるる j，大な J~ 1jAsの自iみである。 点幽 6.5m，市

北45m，開さO.5mあり !市北方向に規絡的にtti!られている。向憾の遺|削ま雌街l宮闘方官街地

lt:におL、亡検出されておりくSK!l40)，班物配位のUlIll性と合わせて!瑚述が11Uされる。 JZ躍に 専

属の濃い場 ふさわしい位協つけをするとすれば 2の洗い場とでもなろうか。庇部にij，.'，した来初色粕土に

は，S般的に必・土出!lと左もに多祉の民化物がまじる。またl 前半百五特に剛容りからは，相

:t]I.1 鉱押 ・ 焼~í司1'. 額約に関係する迫物が多ムtに 111土している 。 しかも これらの遺物は耐刊

から世楽されたように桃山していた。SK臼却を!その機能が終った後に，凶舗に作られた鍛

治-LÞ!の出:)j~物措 ~l として再利JIlしたものとみられる。 なお ， 品i :lの I+~Jヒ .I}Jf5A36回はこのs• 
K6350の庇ではじめて検出されており (Fil区14iIo'.I!I:U. SK6350は5A3曲。を撤去した後に酎り込

んだものである。土摘氏から出土した土捺は干減河土器 LI• 111でそれ以降のものを合ま F，ま

た組土の状況から投棄場止しての世日が終った時点でー況に埋め凶さμたと判断できる。SU

6100・刷01の柱穴はこの埋土上由から出り込んでも、る。

SD6303 (PLAN 12 . 13) 6AOC ぷ，6ADD-O • P I~ 司.

請書走り

，ua担地域自端において断統的I~検出したぷ出り Jti北岬である。 幅約印刷 . j';裂さ35叩あり，験

IUできた分だけで全まな15mtJ.上におよぶ。SK6:J却の西側あたりで絞りが民<.間観土は，'H色

Ilil1土で，輔判口や瓦!t警が多量に出土した"IN)jで部分的に検IUされたけ'lJtWfSD出60はほ

ぼ50日03の出延長上にあり ，両者はー迎。端である可能位が強し、。これらの刊は西山大垣推

定心から点へがρ 5mの位世にある白で。大垣火地り米側の側i昨と巧えたい。 • 
1) 5135956のIrあLは平均1尺=:O.29511m，SB 

5田5は1j，と=O.300mである巴

。 r lö即.~\鰍 ~d lJ p.:no 
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C 第百却J(奈良時代中頃〉の遺桃

摺nJUJの;:fi;宜併のうち，佐伯r'ltl>ら5↓lへ延びる符内j(j聞や大 L摘 5K6350などは出町削にな

っても(;献する。この時期lになって筋線に造刊された，n構としては辿物11 塀 3 ， 井戸 1 な~.

がある。これらのうち。 F，京地峡の東而を画するl制t>>ASA5950が日けられた点が特に注目さ

・れる。SA悶50の問は休的門東の宮内道路北棺からはじまり， .Itは回而~tl"Jの批担問比中軸紘

を越え，~11正範問外へと延びる 。 したがって ， 医師としては間耐北川以北の地続も合んでひと

まと"りになっていたと考えざるを押ない。rr;躍地収内の辿物配杭(主，北半中央に1買融合で

ある班阿隙が盟ち説び iN半は西側に数棟のJJ!物があるのみで他は広大なぞ担問地である。

.I.!j飛車官何においては南刊出荷目。 SD596Dを額めたてた能.rf向域全体を草地で1ヌ画する R

• SA59胡 (PL̂ N5.6・7.14・15・16・17;PL5 却 26.37・"l

6A)X>G. I-I. K， 6ADD-L・M・N，6ADE-A区

馬家rr耐織の班を画する南北塀で，先述のようにほJ

端の性穴は{判'(1I"1J.Jr町宮内泊旅北緑にあり ，北は調布

世間外へ蛙びるが，この間的r273m (1021:11)ある。性側

・形は不牧形なも町が多いが，標?和的なもので一辺2m_

ほどの方形状をなL，揮さ1.5.......2.0mと編めて犬きし、。

全体で37J i9iに住担が残るほかは企て紋き取られてお

り，刊に南半却ではtml形に円駁する東西)j向の大きな

位取田跡がある。 部の柱穴底部には数枚の町阪を礎

*健と Lて敷レている。柱恨は下端からO.9-1.2m7JI:存

L ， 太いものは符~5cm ( 1.5尺)ある。 ~ ，-，灼しも特に凶取

りはしていなL、。これらのれ恨をもとに柱川寸法を計

糊すると平均9尺(1尺，....O.2976m)の航を得るの

この SA59却については，従来町事官問織における

" ・遣問吋初からの医画UiIと考えられてきたが，国策耳!1'f

間}何半摘の凶辺を田る出11馴の南北開505960町崎絶

桂に盛られた影地土(以褐色t)の上面からtt穴は楓り

込まれており ，過世当初までは週り押ない.したがっ

て， SA却却の五円時期は従来の見解よりやや陣るこ

・ととなる。また。SA5950の住穴は， txm朋に同寮さ

れる同寮北限軍地 SA6475町北山部滞506477町制'"

で検/11されているので，この時までは存続し得なL、
必お，SA5950は出11JUIの建物配目 ~l 画とはそぐわず!

掛川畑のものと合致rるが。この点も SA田町を前川

、""

-N213 

"" 

吻

一一且Jrul皇m

場聞の施設とみる有力な傍証となろう。 Fig.16 SA59印の件以と H~定政穴

l)f{ド削197tJp.24-26， 
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S向調3.SD6483 (PLAN 3.4・a) 6AIX>G • 11 rA.: 

5A59却の班剛に接して市北に走。 ..I.!~)担様と班官酎峨との盟をたす迫聞である。 5064831三

その東側桝で。相1.2m.深き加珊あり直路幅は6m内外となる。S田4回は5A担却と並行

して調布範囲北端からさらに北へと珪ひFる。間につLては約85mまでは良町に遣存 Fるが l甘

1は削平のためほとんど消ヲたしている。

8D刷99伊LAN3;PL2) 6AOC-G区

81)64田 の北端近くから向刊に分粧する東西川iで。制 1m.tiir後。深さ25酬の;f，jhlり稗である。

班は別世範囲外へとEびる。m拙から丙*，.;10mの地内を'1'むに土咽状に広がる桝底から王T
10 • 11イ!のイ!紅のある木聞がU'，土した。

8861師 (I'Lt¥N10・11:1'1. 11) 6AOC-Nlll 

同型地織北干のほぼ中央に珪つ北恥I-j東開械で この時間の

中む建物野中心ll'物である。東西20.9m(7問 10火事問)市北1O.2m(身

合21::].10尺下問a 繭!のHl14尺〉円規様である。u御形は身合 ・刷
とも 辺 1mほどの方形で.深さ 0.7mあり ，三へに字下出跡が

図

チトヘホニハロィ

ネ

* 

間る他は性b'!跡すらとどめないが， 却の佐知形氏に礎鍵が温存する。北方にある2棟の東商事

棟建物5B6195.6385とは桁行鋭僚が等しく両茸位簡を蛸えており t 一連の田舎昨を構成す

る。この地厳に珪つ多くの班物は時期を問わずに)j此を干減)j(:r.に耐えてt、るのに対して，こ

れら 31棋だけがF.I宅6'N町掘れを持つ点がIt11される。WI¥胤の総柱辿物51;鴻340と-r.sの

性穴が可{臨し 切り合L、からこのS田185のJjがず円、

SB6195 (PLt¥N 10: I'L 11) 6AD<>~1{王

586185の北に位置する車両棟建物で，そり鋭機は東西20.9m

(71111. 10尺~q::])，市北5.4m (21:i]. 9尺事日りである。給開形はJJ

mであるが .j/10.5__0. 8mと大きさにややばらつきがある。州亡二二コ
後に辿つSB6185丹市側11蹄とS8日85の北側牧師の川は35.7m(120JDであるが，5136195の

* 

南側住怖はちょう どその小川に位 ~'I~-fる ~ 5136425. 6190と1[(向L，性穴の切り合い|史l係から・

5136425-6195-.6190町駅になる。

S胞団85(PLt¥K 9; PL 13・14) 6AOC-M~: 

5136195町北にあり両褒を備えて盟つ点目棟姐物である 点丙 ト〈トベ>-<ト+ベ>--O--C

Rは20.9m(7問 10)と噂問〉で5136195とで事L¥、が，南北は&Om Y T 
( 2問。 10尺事目的あり .586195より聾問が 1尺ずつ広い 佐楓形 e 

は不牧形だが，一辺O.8m.揮さ0.7mほどのものが一般的で。一部に作痕跡が民る。5136381

後 殿 と-1mの性穴が切り合L、，5B日85がIlil、。SsGl!)S 岡田 は5136185に対する後世と考えられ

ょう。

8n刷19(PLAN 9円 13) 6Af)<:>MI:Z 

日日85のさらに北にある，)、型の東西棟建物である内JH凹 8.1m (3叫 9バホひ〈ト0-<> 傘

問)，I削ヒ2.7m(1川1.9 尺)で ? 南側担簡は 586385 のJtml村:閉から30凡の f立問~吋戸町

にあり!正Jj円前Jt怯586172町北安と伽7ぅ。杭掘形は一辺O.6m)Iii後で車両にやや日く。

古$にIHf!跡が，[る。部H期の Ss6<l25とは両葺悦ial形が'f(臨し，この 5B刷19のJjが新しし、。
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印刷54(I'LAN!); PL問 6ADC-I1区

5B刷19の東方にあり .586419の北側性蹄と北安を鍋えて且つI削t棟世物である。 '(一一マ

苦ltがなく東同は 1聞であるが，北で4.2m(Hパ).1何で;4.8m(16尺}とポみ.1何北 1 1 

U.ll.lm (<1mOで柱問が小揃いなため，仮託的な他物と思われるの住掛形は円形状!. !. 

‘で SB641!)と共に3僚の伝要世舎!l'の付属肢と考えられる伺 0---<> 

5116172 (刊Ai'¥6;PL ¥0) 6ADC-Hr天

紅型田舎 1100束力にある南北梯m~物で。東西6.6m (2r.:).川尺'引的。市北28.6

m (川 9川聞の酬である。位制形は辺0.8m市仰ブJ酬をなし，叫

+-
十

九

さ0.3--0.5mと&，、。しかL.打担の残存状況が比較的出く 刊に東側約柑では

， 9木も残っていた。柱問 h!は平均2.844mであり 1 N，=-0.2994mとなる。SB

6195・6385の点要からこの 586172の両側性初までの距般は2u.9m酬明〉であ

り.また 5B6172の出から 1r:un町禁行柱師までの距艇も26.!)m(00尺)であり.
586195の市側柱筋と舗う。中し、建物S田 185とともに，これらは一連の配託計画

によって遁世されており， この5136172はいわば車脇限に相吋する組物とちえら

八

七

五

四

東 脇 .. 

-孔ょう n 5136173 . 6175 ・ 6 1刷 と前躍し .11 穴の切り介い関係で~I品、ずれよりもハロイ

，Jiレ。

Ss5951 (刊 AK7; PL 22) 6AOC-I-1[亥

586172の間にあり ，西側性筋を揃えて喧つ南北棟出物である。その鋭校は

東西8.1m(3~:!. 9尺事問).南北40.6m(1<1間 10尺ゆ問)とn大で.1義行 31U!
・の特典な盟物である。柱掘形は東西0.8m 南北 1.5_1.8mと南北にRレf<:1j

形で，深さは O.5m il行後である。桁行中央にf何事にあわせて揖行を 3間別とす

る問イ!同住がすfつe 一部門住穴に件恨が伎り 村I行の村/i:I.J-tlは'VJ:.)2.97m

m行は2.70mとたるの1tヨ安から 5B6172の市安までは6.0m(20J'!)，村i1TI!'うた
の問11悶机簡は巾心ll!物5136185の市川付師から 11.6m (，IO)，!)の仇円にあた

・ り，こり5135951も一連の配日:!両に則っている。5B6170お.tV'SB6168と1[(

+亙

+四

十三

一

一

↑
+
+
+
九
八
七

阻しし.It穴の切り介Lい、叫S匝 m 令屯剖明5目問9目叩5ト吋叩 の鳥閉肌1恥に造肘何さJれ1たことにたMる。l l; 
唖物IJI.院と fケ円から.l，T~VJと JE'える s 中 b三 罵

S I161剖 (PLA~ 23; PLお，) 6ADD-J>fi( Y Y 

応策地織'1'9，とややI何の両面A:f1!柏L、にある南北陳旭特で，荒川7.9m(3叫 ニハ日イ

・ !) R.~m]) ，出，t2念 3 m (8叫 10尺浄Hわである。抗制形はO.6vO.8mほどの民

:1j形状のものが多<.深さは1ι均0.5mである。両側抑制形は仮，i.'lの前回 r-o-o-1九
一 八

5A3680町住穴を切る。柱恨の温存不が川Lが，料開寸法は桁行で予見.，2.93m. j j七

量打で2.63mである。 れcH!は作20~内外で嗣い。 この時期の '1'心出物併 51361 • ~， 六

房

師事の}同苦から 586120の西側柱筋までの距館は23.7m(帥尺〉 また Ss61師

・のm側純蹄から SB6120の北斎までは68.1m (2岨尺)で71かたりl何万に闘って
いるとはいえトlーの汁州に来ついて造刊されたものといえるe なお，S89551 

とえcらんで，このfl.jJVIには票行3間同建物が2矧m::(r:することになる。この

五

回

5136120も周防であろう
ニ，、 n ィ

周 房
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S8日曲 (PLAl'¥13; PL 19) 6AOC-M匹

5s6185の凶南大士踊SK臼却 と困而大恒との問に建つ南北棟盟物である。東

側住簡を肱き遣存状態は良〈なく ，柱穴の一部をか;くが 車両5.2-5.6m(3間).

南北19.3m(9川 7尺下わり規侠になる。東側位簡が比較的世然と枚ぶのに対L.

丙附殺には苦下のH:人りが認められる。れ穴は径O.4-0.5mの円形状で。理土には

地オヵ:混じる。出物内部のM而，特に南半部は旧聞の遣附耐より O.5-0. 7m (~'~ く 。

院上が先制した?純愛立の大小ピヅト群のほか， 炉跡と叫われる川辺が妓けて団くなっ

た符25cm前後の 1-捕状の在みが数基あり l 位4とともに柑羽nや鉱作 ・土鼎 瓦等がかな り

織冶工房 の!日111土した。これらは鍛冶工房跡と二ち7えられ，SB63叩はその簡単な瑠昆であろう。々お，

耳1にある大土機 SK63却にはこの工房からのつ 一 日の)1f~~物が投入された形跡が崎ぇ 。 この時間*

まで脊拙したよ二とが!frられる。

S8刷03(PLAN 12; I'L 15) 6A臼:::-MP(

586360の北方にある南北棟建物で，東西 6.0m(2r，¥). 10尺事問)。南北 17.8m 

(6問 10尺等向。以上あり .u，は現在範囲外へH1る。杭拙形の大きさは不姉、、で，
ー辺0.6-0.7m町方形状をなす。5B6<lOlと南軍部分が1[(阻し，切り合L‘からこの $
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Sß64田 の方がT恥、。 中心建物群でNこ見られた配In;!Hl~にはこの SB刷03 は乗らな

い。これは大士摘SK田50によって胡約されたためであろう.と7Tうのは.S86，I03 

の:ナぐ東にある日隠し塀5A6402は中心建物群の西事から 2O.9m(iO尺〉町(，'f.;'lに

あるからである。

8116140 (pLAN 19; PL 32) 6ADD-P [5( <;>φ・e悶.
… 三

庫 Ss6120のmにある総柱盟物で，期日聞の 5136珂Oと情造的に悶似 L.i\仰と号 ~二
えられる。車両4.5m(3問 5尺手間)，T持北5.4m(3n:l. 6 凡 ~r.:1)で . m北 Ji 向が二ハロイ

倉

O 

klb 
U綱明鰍岬附加側勝ψ'''i:iic四時八""~ぷ

3ω 
嶋悟 i長 Fぬ雌岨嶋崎qI

= 二二二=こ

Fig.17 Ss日開内認の状況〈餌は悦i'，.断両はN1関ライン〉

38 

込JJ

日、
、九aa--同

。
?、1ぽ ー

い，.叫 1(('吋1



ややj品、 性拙形は一辺0.8mで規続的であり .ItHlないしは位痕跡が比較的良〈践る。南

査は5136120のI相当医と揃h また 5B6120の西側性肺から 5136140の東側住簡との聞は29.6m

υ同尺)で，，lt画的に配置されたことを示す。

sn曲95(刊 }¥t¥21; PL 28) 61¥DD-P医

• 586140の悶裂から26.6m(90，た)聞に位抗する小煩似た車両棟四物であるの班<r<=トベ〉叩

同9.Om (3問。10尺柄引).m北-1.8m(2[;i). 8R引のである。脱抑制ま辺O.6-LιI  
0.7m，聞き0.3-0.5mと小さ くi弘、。黄拘色帖Tt土の略地附一下院から{情!り込まれており !東

fIl脇iこ位叫する出rv則の南北棟建物S田:加 が撚j出土 H桁において検111されていることから，

それより J円、ものとみなした。

• SB6s舶 (PLAK3 円 3) 6Al~← G匹

円貨車1:1'桁北却で検/1¥した両府付南北練建物であるo身合のlJi.閉ま*1可5.4m(2 i-~ 

問。9川町.1制tIO.8m(~叫 9尺引;n 1). 1:である。U剣形は辺 1m内外，探:t ? 
d O.5mほどのものが多い。北組穴はやや小さく 。見Ut隅牲とともに術開叫H
の開微を吸く。北耳の柱ハはLずれも出Rマ期町東西間51浦田7の氏においてはじめn
・て検問されており，この溝より古い。身舎の問2.6m(9尺〉 にl枇にUfE08m71 ! 
大の門桝院は，従来独なした枇塀とみなしてLfJヵ" 抑制叫舎の聾行性
紡に揃うので。問刷と判断した。ただし，北21日i分は欠けるn

SA回41(PLi¥K 13;円 18) 6AOC- ~ I>\: 

大こl摘 SK6350の東にある南北塀で，全長29."4m (1即日.10尺勺問)を険111.さらに 1-2 I:¥j 

・ 1河方へEびる余地があるe 柱抑応は一辺O.7m内外で!揮さO.4mとtJ1<。住民跡はほとんど残

ってL、必L、。部W則自由北棟建物5s6345の市聖位と柱穴が回り介し勺この SA6341の克が古

い。時期の決め手を欠くが 却 11 1期の ' 1'心建物 SB61 85~の商事から 1 1. !)m (40，尺〉の位世を占

めることから!同時期に民L，両方にある情治工FJl世間5B日60および拍車場とな勺た SK63

50の円隠場と Pえる。 目 隠塀

• 8A6，102 (PLi¥N 12) 6AOC-O !~ 

大土欄5K日50の北.s回'03町発lにある南北塀である。全日12.5m. 5間分を検出した。 性

問I"i去は一定でなL、。 柱似形は 辺0.4mの方陪状でぞや小さL、。5A6402の南端は固にある

m北僚組物5136403の巾査と織レ!また 5136403町東側柱蹄から 5A64但は3.0m (10尺)の位FJ
にあるため，同盟物の阿隠塀と考えられる。

• 5A6138 (PLA:-l 19; PL:12) 6ADD-P rx: 

• 

総位。:O-iUS86140の南2.9m (10尺)にある車両塀で，全長12.5m(48めを検出Lたが，

11:問、Htは司、掛L、である。柱槻形は一辺0.8-1.Om町方形状をなす。はるか北方にある開会群

のlE殿相当地物5s6185のl材側柱筋から!)，j.8m 口20尺〉の依抗にあたる。

SE6166 (PLAK7. 11: 1'1.41) 6AOD-KpZ 

mJJJ.!:惟2とした南北棟建物S田951の商問脇にある井戸。掘形は一辺2.7mの方形で，深さ

2.5mあり ほぼ中央に井戸枠を据える。井戸十字は長さ1.3m， )反25cm前後.巾さ2.5cmの板を

革担制iとしたもので，底から10段目ま でが遣存する。作<Ilを一段蜘!える度に酷込めの土をつめ

るというT'llな“本になる。井戸肢はハラス毘り以色砂府?に遣する。井戸の」限につい亡は明

1) Pr'縦19711p.24-お。
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らかでないが，建物配置からみて割"1mのものとは併存し押ず，郡山期になって掘られたもの

と考える。井戸枠内堆積土から平妓宮土器IY-、に屈する土師器 .~i車密や削り鈴け 幽物τ5

・・土器 。木製品が11¥七した。なかでも 「主馬jの唱衝を有する上師器.q::l点が住1Iされるのしたがっ
「主腐j

て，次のtIlni凶まで存続したことは硲主である。

SX6119 (円 AN回1) 6!¥DD-Pfi(骨

合併U5B6 1 .1O内問I~.jにある 2 ;'f:の東内方向の椛穴刊である何性細形は 辺O.5mほどの方E状

をなし， 5.2 ......ι5mの間隔で 3 個宛説ぷョ ('，々の H.1(1ょ5.2-5.5mの川岡て~I H 田 北でも対応ず

る。しかしt 杭穴が小さい上に粍問が1<<端に広いためII!物とは考えにくく!十lmは不服1でめるa

昨FJにふさわしい村絡を想定するならば，n;を但につなLでおく施刀のようなものであろうか。

sx凪剖 (円八N10; rr.lI) 6^ rx.:-M~ 

中心理物灯'1均 気B6195の丙北部で敢闘する貰内州ll!物鼠のI1穴昨である。 JU阿9.0m(3 

問 10尺$問) . 市~t3.0m (1問 10尺〉と小規械ながら牧然とならぶ，制形は一辺 1m内外の方

形杭で，深さO.8mと大きL、。柱穴の前世間百じから SB6425(沼111冊より新 L<， SB6190 (;s 

1¥'¥11)よ りず了いので，この間のものと判断される。しかし.部ttI聞の SB6195とも前世Lてお

牟

り ， これとは宣伝存 U~なL 、。 車問隅柱穴を断ち滑った鮎!I! 粒痕帥も依取穴も無いこl:t)~判明‘

したので冊形は制られたものの計画置更のため埋め毘されたもりとちえられた。

SX5941 (PLAN 22; PL 25) 6AOO-0匹

01':の聞西部居間SB6120の東北にある 2列の点目1耐火遺情。杭穴はいずれも佳O.6mHど

の円形状であり，各柱穴は南北で対をなして京間にIEしく援ぷ。目日の間隔は東西方向が5.7 

m (19尺).南北が 6m (2u尺〉 である。SX6119と同様の機能をもつものと..，えられようが，耳 象

紺は不明と宮わざるを得なし、。

D i%¥ lV邦1(奈供時代後半)のili椛

H;官官聞として品も充実した様相が班える時期で 1立怖としては盟物15.軍地4，Jjj# 5 ，師

12.土摘 lなどがある。井戸SE6166はこの時期まで脊粧する。同盟域の東限は栂}"O性塀SA

臼50Aから同伎町に築かれた霊地SA5950Bに変る。ただし北繍は，両而Jt門から東へ通ずる・

伎町に股けられた馬寮Jtll'町東西築地5A6475と合l.jtへは.I!EびなL、。内自誌の空間構成は基

本的には朗日 山期を踏襲したもので。Jt背中央北守怒りに 1:要股合計を目き そのl旬に中 ・小

の健合を配Fる。両学中央は何らの遺構もない広場的空1mで，市西隅に大型の南北線班物2悦!

が抜び班つりであるの主強j世舎群のJ[，]聞はtiiiで聞まれるが そのさらに班 ・同 ・北には巨大な

内・外咽の =げn/Mi什組物が庄ちさらにこれを問む。このように内 外郭の iH構造となっている市はこの・
ヱ 重線透

時則に同布の配此である。

料税見!1'了間の丙およひ'北も築地によって 1夫両される の ~tíl耐描地 SM510は何事の北荷i集地SA

6<1 75 とJj(通 りを揃えており ， この時期には I，n 'l.でばかりでた〈 。 か t.c り 広範に~<ç IJ~の繋備が促進

された上 うである。

8A59胡s.8D61帥・ 6161(I'LAN 5. 6 . 7・1<・ 15，16・17;PL5・m・26.37・38)

東面績地 5A595013は婦双柱甥 SA臼却Aを取り捕した後.1司 f\r. í，~(に仰揺された l判北務地で， 班丙両
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叫に南部情5D61同 ・6161を作なう。東岡市消'i5061剖は制1.6......2. 6m，揮さ，0酬，北端は別

。碑506513によって凶られてもるが。西ヘ剛り京商築地5A6，j75の北雨ri停滞S061¥77と合して

いたと思われる。 阿雨i~間 506161 は幅O.7......1. 5m，揮さ30cmあり，北は5A刷75町市附部品I

5D刷79とのするほか，"l雨班活SD647iからも木田附In5X品0，1を通して水を受付てもる。西

・ 側関506161がこれらと"旅する付近はオーパーフローのためか大きくえぐられ.土晒状にひ

ろが吻てL、る。東西両市f再開問円心心距離は的 ，mであり ?制限眠り貰旧色粘土の附土が部分

的に遣存している。506160から平減tq土器1¥'・vのオ撚が111七しており !玉、mミま で有右し
たと判断できる。

SA刷75，SD6477 刷79(PLAN.').R; PL4. u) fiADC-G・L伊

事 (I}~j也h去の北を ~lる築地とその !均 ，jl市浪滞である。東地は市北集地 Ŝ 59間Bに接絞するー北面築地

"t市消珊 506477は幅1.0......1.5m，深さr}2Ocm，東端は氾f，;のためやや乱れる。一問主木飽附

盟 5X6i明H Iこよ勺て聾地下を航断して南北i再 51)6 161 にiI'~，またー)J5A5950A町村:穴埋4を

揖り込んで市北開506160にもiFぐ。南側務S口6479は全体的に遺作状態が車Lが，幅1.5......2.0

m，揮さ"恥mあり ，Jf[端はSD6161に注ぐ.出111朋のI旬"t塀5A四回A町村穴は北南部i再SD64

市 77の冊庄で検出されており ，SC焔477はSA59田 Aより新しL、 また。 SD6477の開土から平成

'M土器y"，土器が出土しているの市両市市の嗣ぐI旬に殺行する東丙情5D6I¥73がある。この構

は車Jiにある周型車'iJ聞の~tTm築地が改修された後の l何回部前とーがt組上に技ぶのであるい

は改修能町 SA6.175Bのifn詞市消であるかもしれなL、

SASI50， SD6151・6152(PLAN3.4; P(2) 6ADC-G. 11-Kg 

* J将軍東官同の商簡を同する雨"lJi向の築地である。東西の前市消S06151.6152に技まれた 馬喧翼曾衡
酉面築地

制約-，mの髄聞に築地基底部のものと思われるjl)色粕門土の酎土が叩き200叫まど残存する。築

地町北端は凶而北1"1の挑定南北rj-'似lfIの東証只上にあたり l 東へ折れて同夜範間外へ延びる

(SA6492)~ Jt!阿Nlt5n5280の北時まで100mほどを検IIIしたが以ifJの状況は4、'11てeある。5D

5280Biこは!ち主うど SA61S0の市の{以内にIljiWが泣けられており 自民地がさらにmへと延び
・ていた可能性は市t、 :U::(lii'，会科SA61S1は紺2.0.....3. Om，深さ300mlまどであるが，而部ではオ

バーフローしたため向洋が崩れ，ゴ二蝿状に拡がっている内岡市時間5D6'坦は相1.0......2， Sm， 

冊き'0珊で，両税問の心、心距離は平均7mである。

5A6150の構集時期については.両雨続冊SI)6151・6152の期tから平滅宮土器H・町を主

体とした上訟がfH土しても、ることからW，I11聞に遡る可能性も荷主gでき!"c、。しかし，このあた

・ りの整地土を切って 2 条町時は棋り込玄れており.宮たI向精からは可~，嫌官上総、 ~刊の土器も

あわせてIII土しており，出R期間ものt考えても牙町はたい。次に述べる北耐築地は却11'熔lの

'1'で改修され，市町村iを当初の S同 512から若干南につけf!えて 5D6拍7としているが，市

It霊地 SA6150との交互内部分に陥.:nSX6:司ちをiJ:けてL、る。この 5X6505日s分での埋土から斗'

減'i;{土加1\ ・ vの土 r.~が 111土しており，また ， SA61叩 のほぼrj-'火加を切るC字形に時Illlする

* ì ，'~状 ー! 織 SK6 1 55 からはすド城官 lニ様 、 ...... \1の土保が 1 1\ごiニしている。このため ， SA6150の下限

は計良時代円未におくことができる。

SA651O， S06511. 6512 (PI..AN:J; PL:J) 6AnC-GIA: 

馬駅東官衝
川;拠点Cl'r削減の北山第J位とその市北間決i附である ~ :1と同築地 Ŝ 651Oは同町1拠地SA6150の 北面築地
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北端から拍まり ，W:は調夜範囲外へと延びる。北刷'itiIl'i 506511は%10.，1-0. 9m，揮さ 15c:m，

また陶側溝5D6512は細1.1m以上 (次に述べるS師却"こよって闘"を切られている)，深さ20cmで，

，，，.心心匝般は約4.5mである。北雨手察官宅S06511から奈良時代本の土総や土同が州土した。

5DG却す・師13，5X6胡;;(PLAN 3 円 34) 6A凹:-GI之

5D6田7は阿波東官間北而築地5A651OのIH同法問 5D6512町市平に荷担し。これを切る東西 e

情である。丙端は阿波峻東而築地5A5950s付近にあり ，第j也外周のaHi偽情東北問を切りつつ

北折して南北情506513となり，調査範聞外北}jへ延びる。班も同封筒聞外へ珪びる。制約2m，

r~さ """ある 。 東官制の西而築地 SA6150と究又ずる部分にほ附!.\i5X6505を設けているた

め，築地と同H.'rf?杭とみる。しかし，肖?切りI河川市砕を削っており 。描Jむを萌棺Lて景子規撚

を大きくした住叩市北部出と考えるのが妥刊であろう。軍地町下合附別によってくくりjJ，cer， キ
さらに問北へと較〈理山については不明である。附Is5X丹田5!t開のけj.It両}13に抗って在日

開。 nさ60cm以上の木杭を約25<制r.a隔で内固させて打ち込み.押に四肢をj，V{<とL、う冊tj1な出
過をなす。内部の埋土から干誠宮 t器れ~、。土加が川オした内

SX6514 (PJ.A:-.J 14; I'L 2り 6ADιK，6ADO-L区

周波見I官筒のほぼ中央却を横断する東西構So 5280 sに百けられた陥担である。自而築地S 手

A65叩と吏買する地市にあたり. 5A6510はさらにl~問へと延びていたことに危ろう 。 5D5280

Bのほぼ中央に幅約I.Sm，深さt!OcmG9刷形を置け，南北両61'こffiHkm. fl:き町個以上の杭

を*，-J>l恥m間隔で内傾させて打ち込み.側阪を背に抗〈憎造はsx時05と同ーのものである。設

世した時期は同時で 5A651Oの改修に伴うものと ljえられよう肉既述のようにこの時点で 5D

52舶がどのように機能Lていたかは不明である。

58制却 (PLAN9;PL 13) 6ADC-M区

中心.物 同盟地域1t'l.拘~ ' 1 1央やや丙北寄りにある出~il'f車問棟建物である 。

理由17.9m(61::1. 10尺予問。，南北7.8m (身伶2川， 1\ )~~I:iJ o ~Jの IH10 

パ〉と守や小盟関だが。この時朗自中υ班11切である。村制形はf'fo. 8 

i肱

m ほどの円形で l 探さは，10=白肢のものが多L 内 作置は日とんど抜き取られているの お(~n期権

の脇蝦S問但5の柱穴を2カ所で切り合、、，SB6>l21lが新Lい

Ss6381 (I'LAN 10; PL14) 6 ADC一、'1[>(

51硲420の市にあ勺て西衰を街えてJ.J!つw:闘機世物である。点西15.Om( 5問.10);ごう予防J)，南北

3.0m い問，10町と小縦模で，杭楓形も一辺O.5mほどと小さt、。この姐物の北側柱蹄は，北

の 5B刷20<>)南側柱簡と南町 B$6190の間側柱聞とのI1'間にあたり，また?ベ)-o-o-cト-?

三者とも西5震を揃えているところから， 体のもりとして計同的に配;'l

されたとみなせるc 措 111聞の後拡 586385 と切り~い， 5ß638 1が続しい 噌

SB6190 (PLA:-.J 10; PL 14) 6ADC-M区

2練の附. 5136381の市にあり ，5B6420と共に西査を揃えて1Ilつ車両/JI!班物である。点西15.0m(5間

* 

10尺事問)，両北4.8m(2r.a，8尺?刊日)で，SB6381と桁行似慨が等しく ，買事住蹄もi1Jiう。ー *

郊の柱穴は検出されていないが1 柱掘形は 辺O.7mほどある。5s印刷との問の束事柱柿中央

でも枝穴を狭山しており，少なくとも東側出は屈なっていた可能性がある。 5B6195. 6425 • 

日80と段穴が並置し，切り令い聞係では他のすべてより新しL、5B6381・6190は5s6420に対
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するl)If世と宅'えられる。

81!制51(PLAf'¥ 9 ; PL 8) 6A阻>M区

56M20の直に建つ出北陳述物。東丙5.2m(2I1iJ. 9J-!市川1)， ItI~t 14. 9 m (5 r.ll. 

10尺明日11)である。村:雌形は一辺0.7-0.8mの方形状りものが多<，位痕跡はあま り

・明瞭でな丸、。東側位筋はS田 420の東査から15.0m(50尺〉の位世に必り， ~tll!l主筋

は 566420の北側柱簡に掛う 。 S6645 1は SB6420の脇陣と宵えよう 。 ~l n 朋0)，巨殴

566450と盟出し!主主穴り切り合い関係から586451がl!iLl、。

Ss6175 (PI.AN5.6:PL め 6AOC-G • III三

5[36451のさらに点)i，すなわ色町妓地域の点北隅にある車問 I印刷付

事市北棟II!物でるる。*阿 1O.8m(身1(2問9尺等間前川のt1l8.5尺)，南北

52.4 m (2211.1. 8 火 ~rtlJ)と維めて大型である。 市から 10間日の聾行'1' 火に

111](上回肢があり，これを境に南半101白le北半12ml日分れる。市下町位制形

は-i!l.0.7-0.9mで耐北がやや長い方形状のものが多いのに対し，~t半で

は一辺O.5-0. 8mと企体に小絞りでしかも若 FJL味を1!，びる.北半部は

.増宮誌の可能性があろう。両側柱簡は11'，(.'建物S副 担OのJI!聖位酷から班へ

26. 8m (叩尺)，前世5s6381・6190の東妥れ蹄からは29.6m (1曲I}-!)の位置

I~あり， 5s6190の市醐往簡に姉えて両葺桂が立ち，さらにI::J仕同住簡が

566420のitiJlii陸前に大宮揃うなど，中心建物併と ー体の計画のもとに配

抗されている。桂似の迫存率が悪く ，かろうじて 9本が伐るが，府蝕押し

• < f予は33.5-17.1cmとぱらつく 。すべてヒノキ材である。536460・6172・
6173と並臨するがI 柱穴の切り合l''Cは 586172より新しく ，81泌460

6 1 73 より ''1 8~ 、ο

8s制却 (I'LAN11: I'L 7) 6ADC-L ・M区

中心地物鮮の北にある出It 面嗣付東西側 9ー@ー・

• ill物である。凶漢は湖fi範閉外にあり。京商
33.3m (14m]. 8Jミ専問)以上，Itj~t lO. 8m (身

合2川， IOJ>!.事刷。肉胤の111I}8.5尺〉の規模であ

m二 ハロ イ

ヨ カワ.ルヌリ チ トヘホニハロイ
る。担制形は-i!l.0.8mほどの方形状が一般

玉

置

(('.1で，揮さは0.4mと世L、。位痕跡がIVI臨に銭るほか，5 ヵ所に桂似が遺存する 。 ~t崩れ:簡は

事点)jに姐つニ面踊1付南北棟!ll!:物 5B6175の北安住簡と鍋い材!iitl蹄から 1E世 586420の北側

性臨までの距雌は8.9m (30J.，!.)である。 この 513643011.盟国次調盆の世間では郡山期に属す

ると.1)えられていたが， 出127次調査において柱掛形から平紙百土保IV-、白土;告が/:1:オーした

こと、出UI似の並行して辿つ3棟の中心辿特S田 185.6195・日85とは棋の)jlなを迎ぇ，しか

もこれら 3械は盤地土十位む検出されてLるのに対して 5136<1301'1盤地土日師で検出可能であ

喰 ったことから，出fV聞に変更するこ と 左なった。 また 。 点)jのíI'i~t掠1主物 5ß6 1 75およひ'次に

述べる四)iのSβ6400と共に判じ長大な二ifii刷什II!物であり 。I1紡が冗いに揃うことからこれ

らは同時削のものと するのが妥当である。 5B6469• 9552 • 6~ 29 と抵臨し， 1'11';::の切り合い問

1) r年鰍 1971Jp.24-26。
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係によればいずれの建物よりも S田430がt日、

8'泌4岨 C1>LAN12; PL 15 .16) 6ADD-O広

58刷20の附ブJに建つ東西二面踊i付尚北出姐物である. 北半は調査範聞外

に111るが.m耐のみは11ml分まで検出した。直面11.8m (身合2間両胤のUl
とも 10尺 ~"U)。市北33. 0m (111m. 10尺明l:J)以 上の鋭院となる。桂財形は一

辺0.8m.開き().5mほどで，柱反跡は鮮明でないが。-1，11の柱穴底部には木
製礎盤がi立存する。l材妻位簡の2つの柱穴は日11-1111剖の大 i捕 5K63聞の

則土ヒ州から制り込んて九、るので.SK6350よりは新しく !またf.tii、の凶り

合L、から Ss6401より 占い。S864()の*向柱舶は 5s6'201"I'心辿物静の

白書住師から9.0m (30仙の位円にあり ! しかも出張4川町は前世 586190円

前側It紡に矧えており 〈したがヮC 東}jfl為か綴れた 5s6175とも川scを姉える

ことになる)，5師 175. 6430および 6400とLう3棟。大型 1(li刷1-1辿物はt

'1'心班物鮮の削聞に;it画的に配目されていることは明らかである。なお.SB64聞 の刃o創出端
の位穴は土蝿 SK6397によって切られているが，土繍坦l土からヂ身長古オ総Vの士総が出土して

おり ，58刷凹の下限の時聞が疲われる。

四日45(J>LAN 13; PL 18) 6AOC-i¥<[・ぶ ・O.PI三

5136190の也市，5B刷曲の東市にあるl街北棟建物である。縦院は班凶7.lm

• 

Z前

• 
七

(2叫 12尺 ~rlll)，雨 ~t21. 1 m (6 [:;[， 12パ専問)で，Hi行 ・聾tTともに佐川の広

いことヵ可与微である。柱制形は一辺l.0-1. 2mの方形状で，出さO.5mあり ，jt 

半市:に位瓜帥が掛る。偵のブパ立はN20Wほど[白し，m lll JII の中心!J!物 SB6 1 85~干

の保れとほぼ等しいが，柱穴の切り合L、関係から出111刷。 SA6341より新しく，

また一部の住削形から平波宮土俗Vの土知が出土し口、るので，前IV聞に路 F

ると毎える。 5s6345の史問柱師は SB6190の由説桂蹄から 3.0m(10尺〉のi立山ハ

にあり，共通の配阻;j画に基づいているらしいこともその師」となろう。

" 
~ . 

臼イ

倉 庫

8116310 (刊 ANI1;PLI7) 6ADC-N区

Ss63.15の点側にめる総柱建物 C，illliと考えら れる。出11IVの 5B日30，却111

.101(1) Ss6HOとよく似た構造をなし，東西4.0mリ叫-I.5J.，!事Illl).I削tS.4m(3 

• 
関
蹴

問， 6尺ヲ1m)と市北にやや!H、平耐lであることも共通する。柱掘形は方形状だが大 こハロイ

きさは一定せず，一辺0.9m前後，躍さO.7mのもりが多L、柱痕跡がIYllaに銭るほか，位恨も

3本温存する.出回聞の S匝 1田との住穴の切り合、、からこの建物の古が新しし、S出 羽5の耳r* 
側節桂から 58臼，10の商醐柱蹄まで~1 1. 8m (叫~).また 5136 190の市棚枝師から S田340の南安

まで17.7m(咽Ij，，:)であり ，中心支II物詳と一体のJ酬のもとに配配されたものと理解できる。

S66177υ'1ヘ1¥'11) 6ADC-K [主

SB6，t30の点市方にあるけjjt棟姐物。5136345とは市燦U柑城'1'柚線に対してほほ対

体の{立日にある。しかし規模は小さく. .lIi刊-I.5m(1肌 15R.).IN北12.6m(3川 F年

"尺明:11)である。これも SB6345と!日H尉:1:1:11カ官、L、。本tt¥t!形は円形状でl 何0.4-0.6

mと柱川!の測には小さL、。しかも安牲をか;レており ，似政的t.cU!物と担われる。ある

いは上訓W'I遣を火いた単なるlEの困い場りようなものかもしれな¥'0 ただし.1ft側担蹄は内郭
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の'"を岨す市』ヒ塀 SA6455と鋪い，北安は内郭l旬を画ず班凶場 SA6186から 17.8m (曲尺)の

位世にあり，II!聞が闘いていたとみなせる。

Sß61曲 (PL^~7; PL 22) 6A阻>H・K区

SB6 J 77の東北方に健つ小規慢な東西棟班物~ 5U丙5.0m(3m)， 6.5，尺等間)， 出北~

• 4.2m (2附]， 7 尺符仰で。柱掘筋の大きさは一辺O.4-0. 8mと不織いである。住穴~ゐ

の耳t醜から 5s日51より新しし、。西側柱蹄は北側の長大な班西一'.Jfii嗣付前北線班物 SB6175の

車両位筋と湖う。

5861GBの出フJで，JI戸5136166の京{則にある*凶棋班物。 来四8.1m (J肌 9←4トーか-c
'" )-! ~，IJl) ， I対~t5.1 m (2削 ，尺判mで，往掘形は方正状のものが多('-iI10.7j T 

m， I聞きO.7mある。柱穴り 部が出H朋の 586170と-m:桜し，より新しいことがわかる。 5s

6168の出側れ簡と 5136165の北側柱師之の問は18.0m(剖J-:.)であり1かつ凶:tit上を伽Iえて建つ。

Ss36冊 。>Lt¥N25;円 33) 6ADC-P・口[x.:

佐伯門の東北，すなわち括提地核西南隅にある長大な市北械ll!物。 京商5.3

・m(2問 9t.!，:¥¥U;l).市北39.7m(151:札 9尺判的である。位剣形は一辺1.2m(7)
方形状で，開さはO.8--1.0m程度のものが多い。佐穴には蛙IJ(取蝿跡を持つも

のがあるが， 一方柱恨を臨すものもあり ，すべてが抜き取られているオ分すでは

ない巴拙通りにはU1JtJ切佐のほか，例It簡に合わせてUd，とttわれる怪O.4m

jjil後町小品目が掘られるはあレが多L、。特にjtから <1I:.H 11の間仕切位以北のー

・35は全体に床'1Mりをある。I前半においては部分的に床*の位穴を火くが，恐ら
く同憾にj..f，;'.w:りであったものと思われる。なお，東側Ii'.肪l精から 4-6川目に

小瓜o(附のW2.1m，7 f.;!)が付く。またこれとは別に，耐性'1'11:1の人側および棟
地りに脱川的に並ぶ一辺O.2-0.4mの小柱穴 ~f.1'J、ある 。 姐物外部におL、て対応

する柱穴が且つカ白っていない点で問題を残tf);，足場日とJlt!~できょう 。 この

， s出6抗恥まJUIニ故ぶ SBtilOOとJlに，かつてはti1U朋にIk!'ると.l)えられてL、
た。 迫uする桂似から〉止められた>>i~~日が 1 J-.!. 0.294mと起い!.'，i，を主たる似

抱としたものである。 しかし。この盈抽は~111Jmとしても組か過ぎるし.1I!物

886165 (刊 ANi; 1'1.22) 6ADC-KI主主

配置。刷からは却 1\1岡と比るのが妥当であろう 。 ま fSß3佃Oの車側桂肺1':I~iま

るか」ヒ)jにある大型 而嗣付南北憐Ss64加の東側住師と繍うこと，耳Iに革ぶ

~ Ss6I00とはi1iJ!を綱えていて同時期と見られるが、ニの Ss61伺のH穴は牧地土

上IOiから制り込まれ車H聞には遡り得ないことがその鹿山である。辿物の形胆

からmbJとJjえられ~'ll り部階上は企EIiであろう 。

Ss61曲 (PL!¥N21;I>L35) 6ADD-N. Q[ズ

S 83690のJU仰に政んで姐つほぼ同規模の市jtWJJ!物である。班阿4.8m

・(2 問。 8 尺~l:il) ， itJ~t38. 2 m (1仰は 8尺?刊])で!凶側住所端から 31日lに胤

がI.t<。胤!のIffは3.3m(11尺)である。身合の柱阿形は ;ao. 8-1. 2mの
Ij形状で深さO.7m内外であるが，焔1のH剣形は一辺O.6--0. 7mと小さL、。

主体に位以のi立4宇都がH<， これらから求めた基河川尺は 1尺=0.298m t:). 1: 

1) r年鰍 1969J1l.:14-37o 
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となり 。燐りの 5s3690とはかなり制迎する。桂プ、は整地土上j自!におbて快111されており，ま

た 却の位HliJl多から干減富土器Vの土仰が山土しており，当削に凪すと考える。川酬の5s3680

とは先述のようにl句姿を鍋ぇ，ほほ向脱出の民大な市北棟建物であることから l 両者は対を

属 房 なして配躍され.M~þJ として機能していたものであろう 。

811制87(PLAN3: 1'L3) 6AOC-G. 11匹

図録車官耐の西北隅にある南北棟建物。JI!内5.4m日間 9尺専問)，市北12.8m( 5 

liiI， 8.5尺明日iJ)である。住娼形は方形状だが腿飾的でなく ， 辺O.6-0.9mと大きさ

がぱらつく e 南2川には棟泊りに柱穴がらり ，そのうち市から 1Hil Uのものには肱似

が残る。このJI"形は~.ìL.i 0. 4 mと小さ く ! 出点と JEtえられる。 2 1 U)nは!日]仕切か。同

• 

側柱簡は築地SA6150の車両H&il'fSD6151の湘庇におL、て倹tHされたが，位脳的にみ 市

て5B臼87は集地と併(f.した"f能性が強い。

SA6186 臼苗・刷56・6317・回18(PLAK!). 10) 6ADιH • r.，.tほ

内調を闘う これらは叫世地域北部中央にならぷ中位班物鮮を阻う区画jJである “大な 而嗣付挫物
場

SB6175・6340. 61¥00が東 北 ・回にあっていわば外邦を形成Lており ，これらの樹立柱塀は

中央殿合併を出って内郭を形成すると考えられる。 .

5A6186は前世 586190の雨間柱筋および車)j(1)ニ而刷付誼物 SB6175の1何事枯筋を結ぶ組」

にある点目勝である 。 生長15.0mで， 住穴の+ 市:は未検出だが 8 間分ある 。 担!日\ ，\'U は 1. 8~

2.0mと-jLしない。

5A刷出は SB6 175と脇~SB61\ 5 1 との間にあり ， 内弱点を曲す l旬北勝である。 全H 14 .0 m

什間〉で，a問、lWは3.3~3. 6m ( 1l- 12)~)の拠出向でばらつく 。 柱I!I!形は一辺O. 5mの方形.

状で，桂瓜跡はなL、。 出21UJを改修し，位向を広くしている。

5A6456と5A6317は脇世586451および正敏5B6420の北。すなわち二出刷付*凶縦5B6340

のけjにあり ，内部外I耐を画する東西草場で，同一腕上にあるため両古は一躍の場でるる..f能性も

残るが，両缶のIUIが10mほどあくので別被いしてお<c 586456は令HI1.5m (31;，1)， 5A6317 

は14.6m (4問〉以上あり ，柱剣形はともι .iilO. 3--0. <1 mほどの方形状をなす。 .

5A6318tiS B6-I20(1)西.S86400との間にある市北塀で，内部西岡を曲する 3 全H16.5m

( .¥開。と巧'えられるが，出から 11日11Iの性刊はよ検出である。位制形はf呈0.3mほどの円形状

をなす。

8D6181 (I'LI¥N 10: PL 14) 6AOC-Mぱ

即J般586190および車凶塀 5A618δ崎市約 3mのと ころを東西にAよる掛Jtiiり桝である@帳O.7 布

~2.1m . 開さ 25t'1llほどで， 西端近くは一部削減してL 、るが， 鍵の Fに北へ折れて出~trIY;S[刷

08へつながると且われる<>*端も剛ギのため5たわれてLるが，全以6'lmにわたって検出した。

時聞の決めFを火<.:，整地土でるる民ぬ色砂問土上山から制り込まれており .50臼08と共

に北側の凪合鮮を凹むような位置にあるりで，これらとー体のものと与える。

5D制岨 (PLA:-J12; I'L 15) 6ADC-M恒

SB64QOのすぐ間にあり，これと平行する;li1!11りTtdt時である。制0.5m，捕さ20cmあり ，

北端は副宜匝出外へ:miび，南端は 506181にJ皇制tる。5B6<1回の西瓜時上蹄心から梢 bまでtJ

1.2m (4尺)と近控しており ，このJI!物の刑務部の可能性もある。
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5K曲由 (PLAK16; PL21.四) 6ADD-M・l'区

M・P区成東端にある情状のλ;土摘。幅約3m，揮さ""，"あり， C字形に曹山しており，史

学自躍は調伐範国外へHlる。この土端組土から平畿百土船H・111の土古川:出土しているが，周波

東官岡市学医械の幽を限る市北大溝51却60が埋めたてられたりちの艶地土を切って掘り込ま

・れており，災年代は卜る。

E 第V即'1(平安時代初頭)の遺梢

この時期に同する遣問には，珪物 .U?;. H戸・土捕などがある。II'仰の範聞は出IV期までと

同様であるが '1'央部H近に東西瑞505961があり ， これによって市北2つの区画に分割して

いる。北半は，正世風の*凶棟姐物 5B臼86を中央に世き， *~引に二間刷付問北榊! 586173・

t. 6<160および 5s嗣01を作2棟あて配L，さらに北方巳小胆僚な東西財lをJICベ，南方を広場的な

手控Ullとする。一方間半では，北東部に北嗣付東西棟辿物5B613Oを正殿，南北棟誼物SB6141

を脇聞とした 1プロッタがあるはかは全くの空l剖地になったようだ。南半郎においては，削時

期までこの官酎織を特徴づけた長大な出北棟建物はなく，官聞の性絡の宮化したことが斑える。

805961 (PLAN 14， 17) 6ADD-L. or天

. .n~躍地域中央付近を東西に櫛切る素掘り帯。 帽1.2m，探さ却cm!Ii.リ後で.JI!流して調住区外へ

出る。函端は削干されているが，全長70m以上になる。5D5961がitl北軍地 5A由るOBと交差

する池山で木樋が検出された。長さ2.2mJ:).上。制35<m， 附さ 3.5-<1，Ocm '0~依および 2枚の

側阪を組合わせたものである。この木栖庇のレへルは柑庇より25cmほど向いが，問聞の状況か

らみて 505961に伴うことは明らかであり，型地 5A日50Bを一部改修し CN胆JHした可能性

事を示l唆するものである。なお，棋の西端から約19m:Jt[の{立目に点闘に説ぶ2放の敷石(鮎1.65

m 内側のものは倹!:k'i:-!i'J n， *側は届平なU然1，);ぅ:あり t 怖脚の礎石かと且われる。

so曲師 (PLAl¥'9o 1'1.13) 6AOC-HIK 

1日銀地紙jt'ド中央やや北寄りにある東西陣控物。点両17.6m(61:JJ， ?"""べトベト?一?べn
IO~ ~rnJ)，市北6.0m (2ml. lO，尺等間)~規艇はやや小さいが1 こ町時 T T T T 1 

南北2区画
に分割

*捌の'1'心出物である。柱鋤i形は一辺O.4-0. 7mの方形状のものが多<.蛙間にJtへて小さも、 中心建物

東半3J[ljには側通りにも柱穴があり ，W1~ りの可拘H，がある o :iU・凶2ブJに辿つ3棟のー面嗣

付l旬北機組物 586173・64回とSB6<lOlの'I'.C.，、の位置を占め， また。jt)jの2棟の小型点西棟

悠物のうらS即日3の酉姿と西安を，SB6469の西安とはJJr~僚を鍋える。 出 111聞の後世 5B63

85(.1) ~部のお穴を VJっており 1 この 5B臼86が新し、、。

市 S86173(J>LAI'¥6: I'L9) 6AIX:-Hg 

S B6386の東南)jにある二面廟付南北棟建物である。jt誕作を官めー却の?一?一-<;>-叩

性穴は未検出だが，東凶12.7m(身千;02 ftll， 10尺号事前10iAì l!llの/11 11尺)，け]~t l 8.9マ マ

m (7/Ilj. 9尺別jj)の!J!担である。刷出形'1，身作*側件i蹄のものが-.il!I.O

m，開さO.6mと大きく 。出寄りに桂lt取穴を伴うが，地はこれらより苦 !

・ 小さし、。杭此の切り合い関係から 5B6172.6175より新し<， SB646<1より

ザtい。
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1・の礎盤

Sll&l曲 (PLAN6:PL9) 6ADC-11ド

566173のjtに建つ二而曲付尚北棟建物で，点凶1O.8m(.Q-2;0 2刷肉刷のIU

とも9尺$間)，市北13.6m(5問， 9尺之容r.:oの規模である 。 柱!~l形は一辺0. 5-

O.8mの方形状で，大きさにばらつきがある。ごく一部に桂般が過称するが，

他のばあL桂出跡さえ明瞭でなl'0 5s6173に比して鋭院は小さいが，西航段

簡を正いに制え，また 586173の北長から6.0m(20N，)の位"1にifj聖位簡を配

しており，日I古は-f[した計画のもとに盟てられてしる。

S86469 (PLi¥N8;PL7) 61¥1)(>G・L区

印刷剖の同北に建つ車曲線建物である。班凶16.6m(7川，叫'1"$"ベト@ー@ベ砂~→0

• 

均)，市北4.8m(2叫 8火判J)，凶 <¥11紛の位酬は泌O.6-0.8m，~日ιふ4 ・

f訴さ O.5mと大きさが比較的均辛で位痕跡もよく伐るが.W:端2111日〉の柱似貯は不格形('，大

小のd裂が脅しL、。また， lt位置を位/三中央に想定して点3山!の村U¥IH去をみると，*から 2.4

m (8尺)，2.701(9尺).1.8m (6尺〉となり，凶4間が.2.4m(8尺)と均一なのに対して不lii

いである。尚側位臨の柱穴位置もやや北'/.fりにすずれるa したがって，斑2問は後の増聾かあ

るレは刷棟の可能性もある。柱穴町一部がS86430と盟世L，この5136469の)jが新しい。 傘

S8担52(PLAN8: PL i) 6AOC-I巨

5B64回の西方にある東西棟建物。東曲6.4m (3 問。 7火判官)，巾~t4. 2m (2間''r・-''1'

印刷である。柱仰は酬の摺乱によってー伽明われてL、るが辺0.5-t和 J
O.8mのJi形状で，毘さO.5mあり ，柱U!なLし柱焼跡の銭るものがある。SB6469とは南北両

阿佐肺を共に揃える。 .

S8臼01(rLAN 12; PL 15) 6AOC-O区

i品質住地域jt誕百端近くにあり， 586137と対柄、をなすこ1(lj胤付市北側辿

物ω.lIi凶12.-lm (4'合21ii!， iOバ志川~ I ~i附の1J 1 11凡)， IN~t 17 ， Om (711:1， 9 

'133 
ヨーー 火事問)である。住t¥ll形は-i!l.O. 6-0. 8mの)i形

状をなし，採さO.5m ，jij後で，組めて整然となら
ぶ。柱恨は身舎*間柱簡のJ*以外は遺作してい
ないが，両廟の柱掘形底にbYを数き暁盤と Fるのホ ニハロ イ

八

七

五

回

が特世的である。柱穴申亜1!lから S1364∞64回より新しL。車方に
主君dI Il!-oS田 173と拙酬を鋪えており ，刊 1規模は異なるが両者は封

司齢

t， ~lm 枕す建物と批られる。州隅桂樹形から崎枇皆、'I-¥U吋ト

Flg.18 S回401住川H が出土しており，建物油刊の上限を知るjf簡約となる。

S陥453(PL:¥1¥'9) 6AIX-!'vl[)( 

Ss64聞の西市， Sll6386との間にある-'.il./5.-1mの方形Il!物e 点内は1.8m(6尺}

尋問の γ1刊と j卜るが。南北は2間 (9尺等制)なので，見l凶憾である。住ぬ1;[れまーロ
辿O.5-0. 7mの方形状をなす。商"JJのJk刷H出物 5136-128の身伶部分と規模が符しく，柱聞も $

』前うので， 同時jPJのえ1!物と 47えられる。

S8制盟 (PLAN9) 6AOC-M区

Ss6453の両方，5139552の西南にある京刷付車西側辿物。Jli凶8.1m (身~1 :J11:]， 6尺等間e胎!
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• 

• 

• 

判齢

‘ド

司院

• 

l::rr 6尺辛口1)である。住倒形は一辺O.5mほどののu!9 }..!). Tti~t5. <1 m (3問，

束力5s副司とは，既述のように並存した方形状で，一部に桂似が残る。

と考えられる

S【応945(PlAN 18) 6ADC-N，6ADD-O 

6AOC.6ADDr>誌の喧，Hぽ中央にある点廟付市北棟地物。点凶8.Om (Jt 

LLι 
9 尺等間〉である 。 ~t'幹部は伶 2 問， 8 尺事r;i， ~ 疎Iのt1! 11尺)，南北IO.8m (411iJ 

*路にかかり本調:~rであるが， 北~柱簡のー泌が水路北側で検山主れたため

}且燃が俄7，gした 。 間半郊の柏 槻形は一辺 O.7m の -;j形状で ， "然となら~:。

身合棟泊り牧師がはるか北方の中心建物 5B6386の問聾杭師と納5。 なお，雌嶋が存在した百I

能性もある。

S86130 (PLAl¥" 19; 1>1. 31) 6AOO-O. P[三

川;然厳'1'失やや東南寄り ，0 ・ P区東谷りに必る~t踊1付束尚棟姐物 四

である。 点西15.0m(St;:J. 10尺等間1)，出北1O.2m (身合21Hj， IOf;!事

問。胤の山"尺〉で，北嗣がEしく広L、。 柱掴市は必舎のものが jJj

へ"' イロ，、
ー部に柱似および木製¥l!鍵が絞る。0.8-1. 1m， r，壊さO.5-0. 6mで，

北嗣り桂掘形はこれらよりやや小さく，市北に長L、。棟方向は車で市に苦千綴れる(E2'.j{)lS)。

身合内兎{半却には，学問IJmに掘られ左お対称Jf!に控然とJIOんだ11個の穴 (SX6131)がある。

いずれも半面貯は在O.8m内外の円形状で，滞在 Q.2.......0，3mである。一部に

は作痕跡らしきものがあって抗穴とみられぬこともな<.同(t途時において

は建物内に設起した側回出跡と考えていたが，断ち割り醐査。帖mtl痕跡は

みあたらず，しかも丸庇となっており ，穴の配目とも..Ijえ合わせ，こhらtま

住穴ではなくむLろ大車等をWiえ世いた院跡と-lJえる却が罫当であるう。 」

~ニゴ川
Fig. 19 SX6137 
断ち例り凶

の時期には，Ml辺に Ss6l:11のほかめほしい雄物がなく， この 5Eも6日Oは当

地以南l:区画におけるJE世と-l)えられる。

SB6141 (I'LミN19;I'L32) 6ADD-P区

SB6130の副市にある出北株ill物。*岡4.2m(2叫 7尺':I;iI[:J)，r~ijt lO. 'l m (51札

7尺事目lJ)である，住掘形は 辺l.Om，揮さO.5mと建物脱線りわりにJにきし、。jt婆

院は後にJI戸5E五143が御られたため夕、われている。 棟方向が北で点に刷れるが (N

2'12'E)， こり似れは586130のものとほぼ等しく，両信の問には特に計画性はJl'問

せなトが，配目状況からみて SB6130に伴う脇世と与えられよ う。

51>'7110 (円 AN24;PLぉ) 6ADD-Q巨

5B61帥の凹阿佐筋に位置.tる)1+'。槻形が3肢になる。上位は点凹2.6m，出北3.3mの片方

形で深さO.6--0. 7m， '1'殺は上段鋸形。南寄りに東西2.2m，市北2.4mの大きさで，深さ0.<

mほど猟1込む。さらにその中央西宮りに3段目白掘形をtfl.Om，揮さO.6mほどの円筒形に出

り込む。 ド I~底部から 1]11物(f三38.8cm，J唱さ27.8伺〉 や木杭のほか!五、良時代小坂{から')1'K時

代初めにかけての土器聞や瓦片がHI土Lた。5B61舶の枯制形はJI')" の ~II形によって検されて

し、るの巴 5136100血絶後に出られたものである。
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SK6397 (PLAN 13) 6ADD-O[支

01孟東南にある長円形の土壇3 東西1.3m.尚北l.Om.深さO.65m この土摘は串IV則のS

s6，100の点南隅の性日を切って掘られるが，極上から平紙百上器IV--Vの土器が出土した。し

たがって，部IV朗の下限を知る百科となる。

SK6155 (円.AN4;PL21) 6AOC-H[[ ・
1<1メ東南にある不鞍形な大土摘。東西 18m1: .. U:，南北6mあり ，位も深いところで0.9mあ

る。，tlolに調民主mの本杭が10本ほど不規則ι打ち込まれている。務良時代未聞から平安時代初
頭にかけての多品。土器Jiや木簡 J[等が出土しているので，)g'i;電車官何の凶而築地はキ安時

代lJI's担まで存続したことがわかる。

F 宮廃絶後およびその他の逃桝

1111節までに取りあげた活遣椛は，相互"'1fi直 切り合い関係ぞ配世の状況，出土遺物等によ

って，時期区分がある程度可能なものであった。調査範囲内では，それら以外にも多くの建

物 ・塀 ・井戸あるいは土捕などが検出されている.井戸についてはtll土遺物から年代を想定で

きるものが多いが，建物や塀については時間不明とせざるを叫ないものが大半である。井戸・

• 

土捕事から出土した遺物や整地士に眠入した遺物の年代を総合すると，宵}鬼絶後から14世紀頃.

までのものが断続的に調査範閣内を陪ほまんべんなく分布しているので1 ザ抵宮廃絶怯もこり

地域が利川され続けたことは明らかである 。 時J1111、IYJの辿物 ' JIJI~の Il'4~廃物のうちにはその範

唱に合まれるものも少な くないと思われる。

本節においては，山土造物から 9世紀~四世紀末刷までに比濯できるmmと時期不明のもの
とを一括して級うこととし，出物 ・務などと区分せずに北から刷に倒別に記載を進めてゆく。 .

ただ L. これら ~nj且憾の '1 'には ， ある程度まとまりをもって存花 L ，その '1' で ill由凶係を不す

ばあいもあり ，幾つかのグループi二分けることも不可能ではなL、。これbにつLては 「小結」

の引で11}度触れることにしたい。

!l!物はすべて閉ll-V期のものより規快が小さく，問x2間程度れ::r1a7尺以下のものが

大部分であり ，また柱穴も小さL、。しかしながら， 9--12世紀に属する倒、7粍建物遣憐につい事

ては従来ほとんど知られておらず，書細な'ff(をltJl!できないとはLえ，[(要な意義をもつもの

と与える。

Ss9詰3(PLAt¥8; PL6) 6AOC-L区

同銀峻北臥に第IV聞に設けられた草地 SA6475か出絶したfι その上に班てられた
総住の点西側Ul!物。東西4.4m(21:払性問7尺鎖)，付'Ut5.2m(内側lW.3間)-5.5m 怒.
(東側町 3問)と;r;んだ平固形である。位穴は怪印刷ほどc)I'lf杉で，佐川寸法は一定でない。

柁穴の1m土から平安時代の土訴が出土しており ，'，';0.昆絶後の筒，l{な!l!物と考えられる 3

SA9554 (PLA:-.J8; PL6) 6AOC-L区

5s9553のlrj2.5mにある賞!西hi;ijにならぶ柱穴刊で，8.8m (411円分〉全検出した。柱穴は佳

JO--20cmと小さく ，柱問もぐ手間隔でなし、。5895臼に伴う切でみるう。 事

5K6470 (I'LAN8) 6ADC-Gr支
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G区東出隅にある円形土蝿2 在:2.0m，深さO.7mである。j'IUからlIjl.tIe".k-12j世紀初頭町

瓦器(椀ー血明治:出土した。弁戸の可能性もあろうが由<.しかも弁戸枠等の部材は尭見さ

れていなL、。

SK臼09(PLAN 8) 6AOC-M区

. '"区東北問にあり ，第IV却の 岡廟付東西棟建物5B刷30の身1:'.!f!1筒隅柱穴を切って掘られ

た門市土摘。桂1.5m，躍さ3<kmである。 121任紀前半の上師時 正胤が111土Lているa

SA&157 (刊 AN8) 6ADC-H・Ms

H.M匹境北端にるる京丙塀で，31m分6.3m(7尺市川)ある。相嗣形は詰O.5mの円形で 1

Jt(制の柱穴に附~ (f~ l伽) が残る。

• SA日08(I'LAN5. 6) 6ADC-H・M区

I耳型車隈をなす5A59却の廃絶後その北部に可I被ずる kうに投けられた南北併で III可分延

べ32.lmあり 企ての柱穴に柱似(fHOe皿ほとヲが残る。一辺0.3-0.7mの)j形状の出形を伴う

ものもあるが一部は未検出であり，柱恨の下端は尖っているので，打ち込まれた可能性もあ

る。林間寸法は2.9-3.1mの範囲でばらつき ， 北でやや直にl\~れる(河σ58'E)。

• 8K95曲 (PLAN8) 6AOC-M[完

MIK~t端にあり ， 5136430の身告南側柱蹄の柱穴〈ニヘ)を』脅して掴込まれた方形状の土摘。

一辺約3.0m，揮さ1.0mである。井戸跡の可能性もあるが，性物は不明である。

SIl64盟 (PLAN8.9) 6AOC-L ・M区

1.・MIi1!!1西守彫りにある南北棟建物。耳l丙5.4m(2問，，尺 ~1:lJ)， r河北16.2m(6 

* 叫 9尺'1'問〉で!一部の桂穴を欠く。位掘形の大きさは不怖い、で。-.i?]O.5--0. 8mの

方形状を必ず。措W聞の二而崩付東西棟S田 430と柱穴の切り合いがあり ，この SB

6429の)jが新L¥、。

886464 (I'LAN 6 円 10) 6ADC-H匹

5A6508の南端付近丙聞にあり， 第 H 聞の Sß6172~t'!~内に収まる総判 の小型辿物。 束。。。
000 

・丙3.3m(2110， 5.5尺下問)，南北3，6m(2川，6 尺~t: il)の脱艇である。 桂樹形も 辺 δ+ゐ

O.5mO))j形状と小さも、。S出 177お よび'6175をー加の位穴がi[(闘するものの，新旧関係は明ら

かでなL、。

SK6194 (I'LAN6) 6ADC-H[g: 

Hg'll央西端.586464の西南方にある小盤醇土摘。東西3.3m，南北3.1mほどで，深さは

• 1 5<mと i~l 、。 担土から多散の土器民が出土した。

SB6171 (PLAN 10; I'L 23) 6AIXユ-1-1区

llli1岡市 51泌'64の市方にある間，t棟珪物。東西6.0m(3問 6.5尺制的，南北ひや司叩

6.3m (3叫 7尺'1'1'めの3問x3問だが，I制tが苦下J1:~、。 南北両吾作柿の班か，1， ，¥ 

ら1W11Jの柱穴は未検出であるが，2間口の相、i操行を三ツ抑とした位置に立つ ι←4
.ので。盟行 3IHJの建物であるeれ;削形は一辺 1.0mの方形状を引する。586172・6173田 6175

と宜挫するが?位穴の切り介いなく新旧開拓は判断できなL、。

SK6413 (円 I¥N9) 6AOC-:¥1区

Mp<::問'/，iり中央にある円形状内土端。律的1.7m，聞き1.3mあり . 可λ主J昨(~内毎U!{総ほか苦
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!ーの遺物が/1けした。 検出状担からみて(，ff~はさらに1町しL 、。

SB6410 (PLAN 12) 6ADC-Q区

0区西北間町西両大垣沿いにある南北棟建物で北部は珂殺範聞外iこ111る。東西4.8

m(21li!. 8R~mJ)南北3. 3m (2C:J. 6尺帆 tA1'.0川 1it1i形状だが一辺O" U
-O.7mとかたり大小の設がある。

886187 (PLAN 10) 6ADC-I-I • M匹

586171の西北方にある 2列の粧穴列。東西8.<1 m (2問。 141ミ何事問).r何北4.2m

( 1問 14尽〉と柱聞が極めて広いため建物とするには疑問Iが躍る。IJ制形は開O.7 

m削挫の門府状で，柱ni!の滑には小さL、S86171の北直れ紡とこのil!物の市m1
tt肪が揃うのでl 両新は同時期とEわれる。

印刷曲 (PJ.AN問 6AOC-Mp: 

[二汀

Ss6187のすぐ西北にある小規侭な車西陣盟物で 東西5.4m(3問 6尺守問).雨9'0'>勺

北4.8m (2問 8聞のあり ，1R1t'相主主検出。杭似形はf王O.5-0. 8mの円形状" 工戸、よ

棟方向はw:でやや南に娠れる。

SA6164 (PLAN7) 6AOC-K匹

K r<:中央北寄りにある市北小~.で， 一辺O.4-0.5mの方形状の性穴が 2. 1 m (7尺)-3.0m 

(10R.)の問踊で:3問分，延べ7.8m抜ぶ。tt:i¥:は南北開5D6161の皿土を冊り込むので，時間は

陣ることになる 。 (~;:{からみて ， 西方にある小娘棋な喧物 Sß6 1珂 ・ 6 1 99と同時期の塀と与え

ら'Lる。
8B61抽 (PIヘ1'17) 6AOC-KIK 

I伸肺炎やや西寄りにある南北刷物で，柱穴白-lilHt.:t酬であるが!畑門

3.3m (2肌 5.5川肌 m北4.5m (2川 75R柳川の小泌世辿物となる。柱穴は ~J 
迎。4-0.6mの方形状のものが多L、。柱穴の切りf，-l、から抑I1J例の市北側O.ll物5B5951より新
lL、。

886199 (PLA:-.l' 7) 6AIX-K匹

Ss619811J北にある市北棟世物である。柱穴は開O.4-0.6mの門形状で一部は未検

/11だが 点西<I.2m(2問 7尺守問) 南北4.8m(2川 8尺叩問)の組物になると思わ

hる。

81路3<12(PLAN 13) 6AOC-:K. P区

ro-? 
L斗

• 

司酔

傘

• 

温恥

N.PI'¥壇南端にあり ，東丙棟と推定される組物。南半は水聞にかかり未賢据伊-<>-O-C . 

であるが，東西9.0m(3間町判1).南北2.4m(1 r:払 8尺〉以上の規棋で? し 一一-7
恐ら<3r:ux 2間程度の盟物であろう。柱穴のー却が 5A6341の牧穴を回っているので，これ
より新しいことがわかる。

885出5(PI.I¥N7.18) 6ADD-I巨

L区北寄りにある南北倣盟物で， }/!西は3.8m(21::]， 6.5)>!1'-!:!!)，尚北5.Om ( 3叫

北2問5.5尺市1問65尺)の平而になる。性柵形はブjJ惨状のものが多いが，一辺O.5-

1.0mと大きさにばらつきがある。

SB5師8(PLAN 18) 6ADD-L r:z 
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585965町西方にある処物で，東西3.0mい間 10，尺).南北2.7m(1Im.9尺)以七になる。さ

らにjtへEびるかと思われるが，6ADι Nr<:で関連する杭穴を検UIしていないので，最大も

う1問分担度ある小規模な南北殊になろうの休剖形は一辺O.8m前後の方形をなす。

SA5969 (円 AJ'， 18) 6ADO-L区

• 5田.965の同)jにある東国塀である弓柱穴の一部は未検111であるが，-.iZ10. 4......0. 6mの方形

柵形がほぼ2.1m(9尺) ~I問で東西に11'... ごので.l!l:ベ7nn.全:R:tt:J19mの車西賜が:W定され
る。!役目からみて 5135965• 5968と同時期と考えられる。

S05947 (PLAN 18) 6ADD-L Iヌ

L医中央同市りにある阪めて小型のm北棟建物。JI!西 3.6m(21::1. 
・2.1m(7尺).杭開形は任0.2......0.3mの円形状である。

円
μ

南$
 

805部3(PL̂ NIB: PL2s) 6AOn-LI:Z 

L医酋l旬にあるit1北棟で.北で商にゲ35'ほどmれて盟つ。車両7.8m什問身
合同鮒6.5尺叩阿東廟8尺).南北 11.3m ( 6 間 j守合6 ， 5尺勺r.~， 1fìJ~16.5尺北附 s

尺〉で，闘を火〈阿面廟が付〈。柱穴は佳0.2_0.5mとー定でないが，住簡を距

・しく訓える。住穴の 1つには性恨が遣存するし，また性穴の匝には河原石や-が

円
相

f(力、れている。これらの柱穴の埋土は.周辺に多量分布して瓦保や羽苦J;が11¥土する小穴群の

ものと期似L.また近くに SE却63・6143• 6144といった平安時代未聞の井戸が分布するので，

これらと一連町1¥肘跡内ーっと思われる。

885944 (I'LAI'¥18: PL26) 6AOO→LI孟

585953の市l'に敢なる南北棟建物。西北部町抗穴は未検11，¥ながら，Jfi側柱との対

応から車両4.5m(21:':1. 7.5，尺字削).南北6.3m(31::1. 7尺相::!)の組協が:t!t<とされ!

総院となる日TfA十I'.()ある。柱穴は怪O.<1mj日後と小さL、。 5859日刊悌.¥jL京時代の

u:}Ji跡と与えられる。

8A5952 (円 AN18) 6AOD-L • 0区

• L I天間南隅からO区にかけてmっ平安時代町市北塀で . ~括的 8 m. 4間分を検/110 柱穴は

-・

m川叫

径O.3mほどの円形状で， 柱問寸法は 1. 5~2. 4 m (5、8}-!)とぱらつくの

8A59，18 (PLJ¥:.I18) 6AOO-0匹

5A59盟の}判断にある:JU西勝。柱穴は径15-30酬と小さい.3間延べ6.7mの'1、塀である。

住問 /"i去は2.1.......2.4mとばらつくが，そのうち 2，旬所は 5s5947の住蹄に揃い両者が同時期で

事あることを策わせる，

SOa958 (I'LM， 1.'1) 6ADO-L ・O匹
5rお制.1の商l旬にある南北棟建物で，北安住および同北岡の性穴はA、倹IHであるが，

車問iJ.2m(2問 7尺C¥'r::J) 南北6.3m(31:払 7尺甲山¥)Q)脱出になる。位穴は桂0，4

mほどの川形で，Jl!Jt間柱穴には任約15cmの位制が班るわ 5s59'14とは棟方向を同じ

事 (-rるので同時剣と考えられる。

58s剖9・5957・6145(PI.AN18) 6ADD-L ・0・Pr<:

いずれも 5s5953の同刊にそIIつ2問x1問の小割辿物である o 5s5949は東内2.1m(1阿 7

日

尺).I削t3.9m(2 問 6. 5尺事問\)町南北W~ 5B5957は車両3.6m(2叫 6}{市川)，íti~t2. 1 m 
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( 1問， 7尺)の束尚練で，これら 2悦は?引に虫依するむ5B61<15はぞやmに位iaL.東西1.5
mυ問 5尺)， 尚北3.0m(2削 5尺'I'1"1lの南北線lである。 これらの建物の柱穴からは照

色土器・瓦探 ・羽韮片竿が山土しており !平安時代の維合左目、われる。

SB5974 (PLAN 18) 6ADD-0区

0区北端中央にある小規続建物で， 東西1.8m(2問，8尺守川)，南北2.4m(11::). 傘

8尺)であるが，さらに北へ延びる可能性がある。制恥形は径O.6~O. 9mの円形状で ふ4る

ある。

SE5部3(PLA:'n8) 6AOO-0区

。区中央東寄りにある井戸。山形はtf1. Gmの円形で，開き O.7mほどある。庇却は佳 1.1m 

で!中央ι井戸作に用したと思われる長さ50cmの杭住材および内物が部分的に残存する。f!¥ニ1:'" 

泣物の毘は少ないが， 11世紀聞の円色土器が含まれていた。

8A6126 (P!，Al¥ 22; Plお 6ADD-Or;<.

OIR商寄りにある逆L字型の塀。住穴は一辺肌 6mほどの方形のものが多く， 2.7-3.0m

(9 -10尺)間隔で車両2問，南北2間分IfJ.向にlt.ぶ。建物のー郊の可能性もある。

SB6131 (PLA河19;PL31) 6ADD-P 匹

P区東ヰにある東西線建物である。 柱穴の一部は元検山だがj東西8.2m (4問'<;>-守→;炉-0-<!
一ぃ

中央2問6尺 附 問7尺)，南北3.6m (2 r.~ . 6時間)で，西から 1n耳目の帥り比~ceÓ

筋に間仕切牧が立つ平面になる。柱穴は佳O.2mほどと小きL、。北側にillつ5s6133と*側柱筋

を揃えるので同時刻!と考えられる。

Ss6132 (PLAN 20; PL 31) 6ADD-P区

5B6131のすぐI甘に珪つ東西陣活物である。京国6.3m (3問， 7尺符問)， ff4~t 2.1m 

( 1 叫 7尺)の燥僚となる 。 5B613 1 と は柱筋をほぼ揃えており ! 同占tま柱 r.~! 1間
~ 

分ほどの距阪を置いて建つので，同一建物である可能性もないことはなし、。ただ s田 132を

構成する南北両側柱閉が東で北にJ畏れるのでここでは別僚に扱う。

SB6133 (I'LAN 19; 1'1. 31) 6ADD-P!5f 

Ss6J32の北にある南北駅付*丙陳建物で，作間!法は身合が車両7.5m(~問。~…1 中央2n ~ (j尺I 脇間6.5λD，南北7.2m ( 4 川 6 尺 1'n ~ ) である。 打出形は在 O.2m 9 c コ1
ほどと.)、さL、。柱穴から11世杷後平明の土需がIU土してし、る。5B6131・6132等と→.0-0-0-.:

と同時i舗の平安時代の(Ih'i跡と認められよう。

SA6134 (PLAN 19 .2; PL 31) 6ADD-P s 

5B6131 . 6132と量級する南北塀。

SE6123 (PLAN 23 円 42) 6ADD-P区

P区西北，南北帥!ill物SB6120(1)東側!t筋に師られた弁戸。拙形平而は円形状でj tW田在

3.7moO.3mの深さまで睡状に掘り ，さらに怪1.5mのI'li彩に掘り込んで遺構検出面からの深

司ド

• 

期

• 

きは 1mとなる。庇部中央に探70cm，成約IOcm(1)向物を据えはく。埋土から 11世紀頃の土師 *

器 ・担理器がft¥土した。

SA曲79(PLAN 21; PL 39) 6ADD-N!K 

SB7060の北方7.5mにある東凶塀で， 8.4m (4 H~) を検 IUした。出f[1は任O.:Jmほどの円形
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である。南にある出物鮮のLづれかの時期に止を巨帽した務と考えられる.

88剖70(PLt¥N21; PL39) 6ADD-i'¥区

トJ 匡 '1 '火やや~t寄りにある東西棟建物で，柱穴の一部は未検出であるが，東西6. 3 ・~ベコ

m (3問中央問8尺，験問6尺)，i制 t2.5m (11:札 8尺〉の規模になると且われる。 砂叱[ーベJ

'住槻形は桂O.6......0. 7mの円形状である。棟方向は買で市iこ若干恨れる。

M・

88曲74(Pll¥N21;PL39) 6ADD-N区

586070の西隣にある南北株建物である。 東西2.1m (11:札 7尺).南北8.4m(4sf!

7 N.)の身舎に南2問の東向が取付く miの山はf.')2m (6.5尺)である。

88曲75(PLAN 21刊 :19) 6ADD-N区

N [['I '火北谷りにある南北~，建物で ， 東西3. 0m (2m]. 5尺市川)， Hi北7.2m(<1川J. <>申2

6尺等間)と小鋭慌である。柱穴の一部は未検出である。桂削形は一辺 O.6......0.8mと柱中 4 

問寸尺に比して大きい。 OOO

口
出

887縦訓o(円AN21;町.39) 6ADD-N匹

587026の止にある建物で，曲が複雑tこ取付き，その点が5137田6と共泌す

・る。佳O.-tmほどの位穴が東西2.0m，南北2.lmの!日l聞で担剛的に多量並ぶ。

これらは，点凶4.Om (2 r::]. 6.5，尺$判).南北1O.5m {5間.7尺事問)申身舎に

班 ・西 ・北の三副に府lが付き，両廟の北部に謀踊がつ〈と考えられる。崩 .!系

凧1のllHt各2. 0m である。 身合内部には， 棟通り簡~tから 2 間円以出に柱穴があるので f句 3

問はほ蝉りであった可能付が強L、。 この建物周辺町小穴醇から10世紀末以降の土怨が世多〈出

事土しているので。平安時代t['1:nの{J宅遣鰐と考えられる。

SBG080 (PLANzl; PL 39) 6ADD-N[実

S町06間四叫してある南北棟建物である。畑4.8m(2肌開制1).南北 r-i
5.<1m (2叫 9R.学問)の小規模m物であり，ー部町絞穴を検11¥していな<，，柱制形は '1 T 
一辺O.5-0. 7mの方形状で.J出さO.2mで一部に位以が残る。南北中軸嶋を揃えるの

事で5137061と同時朋と排定できる。

S87061 (PLt¥N21: PL 39) 6ADD-N匹

SB60国内rtJ7mほどにある南北練唖物で，東西3.6m (2問。6尺"mJ).南北4.8m

(2叫 8尺事問)の小規模亜物である。柱掘形は苦しく不舗いで， rnO.3-0.8mの円 ロ
形状であり ，揮さはfJl公mと古い。

• 8町曲8(PLAN 21) 6ADD-N区

"区中失点寄りに置けられた井戸。掘形が円形状で二世になる。l一段は佳1.2m，揮さ15cm。

ド段はやや北寄りにffO.4m，深さ15cmあり，中に毘35cm，町さ(5cmの附物を据えるが，弁

戸仲は班らなh 担土から肯領時代町二士 師探およびf.i長時 I~"'~I!!J盤。小Jf'f.I・出土した a これ

らからでは井戸の年代を特定できないが，近隣に辿つ3棟の建物 5B5075・7061.6080と同時

剛則と考える。

8870剖 (PLAN21; PL 40) fiADD-N区

NI8:i有制に'"る班西棟姐物である。 m西1O.0m(5叫 6可尺事問).rfi~t<1. Qm 

(2tn]. 6.5尺等間)で。耳目、ら2問日の柱通りに間仕切柱が立つ。枯銅形は一辺ζ:0 
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0.4-0.7mの方形状だが，東端2問の柱穴はやや長方形状になるcまた!桁行住問 i怯は西3

問が1.9mliii後であるのに対して東2聞は2.2m首iI怯と広 <.葉行柱聞も若干広い。東 21:日は増

築されたものと理解できょう。なお，*~毎性穴にtt恨(1宅約 1 5<:叫が残る 。

8B7026 (PLAN 21; PL 40) 6ADD-NtK 

5137024と市t反する伶円にあるIN北棟建物である。東西4.2mc:nm. 7尺常
川)，南北1O.5m(5叫 7尺守問)白身合に，南を除く 3Ifliに嗣(府の11¥7尺)が

付く平而が考えられ，策には孫嗣がつくの京府は北で欠け ており， これは SB

7027 ~ヒ 1 ，;)時存右していたためであろう 。 あるいは数陳の建物が連なったもので

ある可能性も否定できずp そのほあいは平而が型:っ亡こよ う。柱穴は径0.5m前佐の門形状の

傘

もりが多<，底に明をす¥<ばあいがある。柱恨は6木伐るが!日も遣f7-状曹の良好な、ので符 e

20em， R:さ5印mと純lいc 西南限付穴かGlOj世紀末、11世紀初頭のオ掃が11¥土Lており ，年代の

一端を7了てす。

SA7056 (J>I ヘN21 : PL 39) 6ADD-N区

Ss7026と5B7060とをつなぐ南北塀で，長さ 8.4m(4間)を紋Hlした。 SB7026門商問柱筋

と5B7060の査tt中失に取付く。北から 2山口は柱11リヵ:狭<. I1自は2.2mと揃う。:ヒから 2問 権

回が扶いのは出入口であるかもしれない。

S870町 (I'LI¥N21 ; 1'1. 40) 6ADD-N [5f 

587026の東にある東西防止E物で，柱穴D 却を欠 くが， れ:穴の並びから m回 ひ~→1

6.0m (3間I 約7尺判)， 南北4.4m(21m. 8尺刊)の身合の西1tに11間のiluf) -6-0-..込
山しのある平而が考えられる。587026と同時存在で，計画的に配置されたのであろう。 .

SB7030 (PLI¥1¥'21; I'L 40) 6ADD-Ng 

587026の西市にあり，これと 部監恒して建つ1R物である。東西1O.5m

(3 r.n， 7尺守山)，南北4.8m(2問。8尺?字削〉白身告の北而聞から 3聞に摘が

イすき 〈帰!の11:2.1m， 8尺)， 身~の西 3tHlは総柱になる。柱穴の"'ifi.M!関係から

587026よりI1il、
日]

5B7024 • 7026. 7030の平而形式を比較，ると ，5137024->7030→7026の取に尭通しているの

で!建築年代もこの聞とみられる。

SA7021 (PLAN 21 ;刊 40) 6ADD-Ng 

5137024の刊にある東西塀で。この建物の柱胡と胤うので同時期lの17在と考えられる。企E

11.2m (61l.:])あり ，柱問寸自は不f前しである。

SA70却・ 7022(PLAN 21; PL 40) 6AD口 N[5f

6AOD-N区西南端にある車四場。柱穴はしずれも桂20酬ほどの小きな円形である。SAi020

は全長15.0m (8 問)あり，東で南にÞi~れる。 5A7022は全長 12 . 9m (7聞であるが，5A7021 

白酋}l[，R，;上にあり ， 速の塀の可能料:がある。いずれの塀も北方に建つ平安時代後半期の建物

等に間長liする区画振と考えられる。

8K7040 (PI ミN21;I'L40) 6ADD-N区

N区中失にある東丙約3.0m 市~tt':J4.Om，深さ約0.4mの不銘形な土捕で，5K7041と前担

し，SK704師、新しし、。SK7040からはiO世紀末禁の土器がH:ごi→した。
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SK1刷1(凹 AN21;PL40) 6ADD-N区

Nl~中央にあり ， SK7().10と重復する土摘であり ，.!R西 5.5m，南北7.0m，i撃さは市端て~ I O

~ ， 北端で'25酬である。 SK7'刷 1の埋土から ， 天気良ぷ期~平安1り'1 l1liの上~M、州土してL 、る。

SA6田1・6揖1(PLANI7: PL 3η 6ADD-!'¥， 6ADE-A匹

・ 3司脊R班l旬隅，府政車1守簡両辺にある柱穴列である。5A6991は一辺O.6-0. 8mの方形状町

住日が2.1m (8尺〉間隔で2fBJ分並んだもの。 SA6994は。 S八回引の~tNfU-: JO.5m '9位Ftに

あり ，いl械のtt穴が2.2m間隔で2rnu~ぶ。 南の問の杭プ〈に間20cm ， 11:さ'u<mのu似が残る c
またI向者の聞にはl 柱似のiE存した住穴か検IIIされているが，5A6991. 6994との聞係は!間わ

かでなL、。どちらの場合もその 部を検出したに過ぎ-r.班物のーl札たとえば事柱などにあ
市たる可能性もあるe

886115 (PLAN 2::;) 6ADD-Qf5f. 

SB6106に1[(値する休日にある市北純[ll!物で 庄西4.8m(2問 8 尺市r:~J)，南北12ν、

m (5問。 8尺事問)の縦検である。作御形は1j形状て'あるが.一辺O.4........0.8mとかな I

りばらつ〈。柱穴の切りUI.φ・ら seも6108より新Ll、また， SB6剖2および Ss6IOl9 
・とは柱簡を備えて且つので，同一時間と与えられる。 6-.二

886101 CPLA)l25; 1'1.34) 6ADD-Q区

5136115の同8mの位抗にある南北慨世物で，東西2.7m(1問.9尺)，南北5.4m(2

r.，. 9)ミ‘手間〉のJJ!慣である。柱掘形は方形状で一辺O.4......0. 8mとぱらつきがある固 柱

穴の切り{;-I.、から 586104より古L、。

，.. 8B6掴2(PLAN2--l) 6ADD-P[x: 

ロ
886101の北1mに班つ悶北棟睦物である。盟副3.3m(21111. 5.5尺事問)，南北7.8m0-0。

(3問〉で桁行のtHiJはjtから 2.1m (7尺)，2.7m (9尺).3.0m (10尺)と一定でな 1 1 

い。枯削形は 辺0.5-仏7mの方形状。市韮柱紡は 5136115の北苦11聞に揃える。 ι0.' 
sn6I08 (PLAN 目，) 6A 00-P rx: 

>11 5B6115の中央車寄りに検問して控つ小型建物。京商3.0m ( 1 問 10尺)以上， 南北九~-

3，6m日間 6尺市目:η の波艇が考えられる。杭嗣形は一辺O.7xO. 6mほどで東西に。ベ〉

Rいものが多L、。tt穴の切り合いから 5B6115より合L、。

Ss61師 (PLAK25) 6ADD-Q区

SB3682の北両にある東西棟也物である。東両4.2m (2問 7尺事問)，南北4.1m (2ι・-<l

一・問 7尺市間}で規慣は'1、さい。柱穴は在O.4-0. 6mの円形状で，村'Ill跡がよ〈銭る。L-1.

北側住中央れ穴から10世紀末以降と推定されるこl器が山士している。

Sll7U4 (rL^~ 24) 6ADD-Qr.: 
5B7061の問)jにある南北陳盟物で， 11I側件筋の一部と宮本!はAi検11¥であるが，東

問4.2m(11m)，南北9.6m(.11;:])の縦模である。iN間性簡の性問寸法は，市から

剛 2.1m(7尺).2.iJm (8尺)，2.1m(7尺)， 3.0m (10，尺)とかなりliらつ く。また!

性嗣形も一辺Q.5--0. 9111と不揃いである。

SA71l8 (I'LAN 25) 6ADD-口区

E 
5B7100の刊にあるi削t'.で， 総長6.3m(31;1J. 7 R..~判的を検 JH した。 5137100の西側性と
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柱開を揃えているので，両者}玄関連し合う週間かもしれす七その場合は SU7100の平面が異な

ってこよう。

SB描78(PLAN25) 6ADD口匹

5871凹の西にある小規制k南北砂!}.l!物である。 lI!丙3.6(1問 12尺)， -1削t<'l.2m~ 

(2問 7尺専問。で，肢穴は怪O.6-0.8mの円形状をなす。 &-6 . 

883682 (円 AN25) 6ADD~Q区

583678の北約3m岡ててある南北棟建物である。性穴の一部は未検UIであるが，ヨI伊二咋

西3.0m (2問 5尺$川)。南jヒ5.4m (3問 6尺別ilJ)の平而規模となる。 中 千

SB71曲 (PLAN25;I'L53) 6ADO-Q区

583678の班に辿つ東四嗣It南北棟姐物である。身1:'，t東西<'1.2m ( I I;~) ， 1嗣t8.<'1 QQ門戸。.

m (4n:l. 7尺事問〉で，東側南3間の隅欠きJ1i1叩1のIU2.1m. 7尺〉および両側;tι占 占占

2間分の小曲(耐のJlj1.2m，4尺〉が付く。両'1mは木検出であるが，他の杭穴も径ふ-，..u
O. 3-0. 5mと小さいので.本来妥柱があり，里行2聞であったと与えられる。西廟が南で欠け

ているのは。 583678と同時存花してわたからと考えられる。

SB3671 (円 AN26;PL33) 6AOD←QIK 

困問中門の東北にある車両棟建物である。世米2列の携とJEPえてきたが (r併ひ-0-0-唱-<O-Q

竣宮線告叫ではSAお71. S八3673)，柱穴の形躍が矧似し，柱師も揃う ので。1宇品川斗

一様の建物とみることに変更する。ただL，車'ti柱および東西田准の柱穴は未検出である。東

西 6.3m(3Fo:I，7尺等間)，南北3.6m(2問 8尺事問)の平雨とみるが，さらに東方<'1.2mの位

置に柱穴が2間あるので，東西1O.5m(5問， 7尺等;i])の可能性もある。

8A描69(PLAN26;円.33) 6ADO-Q区

5B3611の南にあるlI!劇場で，総長12.3m (7問)を検出した。 500671と措近しているが，

587024・5A7021の関係に対応するものであり ，5A7021と5A3669は点商に杭簡が揃う白でいl

時期と考えられる。

8B6102 (PLAr¥お) 6ADD-Q匹

S田 101に亜臨する位置にある小型の南北棟建物である。柱穴に大きさのばらつきが<rQ

目立つ。東凶2.7m(1問守9尺)，南北4.8m (21:ω で，桁行の柱聞は事nnで々、、。市'('( 
韮柱筋は 5B6106の東側位簡と揃うので，間盟物は同時存在ξ推定できる内

SB6104 (PLAN 25) 600-P区

命

• 

刻酔

586101の班北部分に前世する東西棟建物である。 .!Uim5.4m(31::]. 6尺下山1)，問。D-<K> ・
o←O吋;→0

:lt2.0m ( 1 1H!)と小説模で，棟方向は車でかなり市に揺れる。 れ穴の ~J り f円、から ，

S田¥01より新しL、。

SE7094 (PLAr¥ 26: PL 42) 6ADD-QIJ( 

Q区南辺 SB3671のすぐ東にある井戸でゐる。縦形は一辺6.8mの)i形で，躍さ1.7mあり，

東北寄りに縦阪Ul<>井戸枠が残る。Jトド枠は内訟で方9Ocm，四隅に丸杭を打ち込み隅牲とし.

各所にニ放の繍肢を檀L，その外闘に相15......20仰の縦底を6枚ずつ目〈。恒は上端が腐朽して

いたが下端から約1.5mが残存する。井戸仲の上回周囲には人聞大の河原石や瓦片を配する。

矧七は大きく二階に分けられ，主として下部の以色砂防からは10世紀刷の土保問， 上部の:.~灰
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色粘土届からは備が出土した。

SK7097 (PLAN 2ti; l'L 39) 6ADD口l差

SE7抽叶自身!~tにある長方形町土蝿。 東西9.6m . I制t2.1m白深さO.3mあり，このあたりの

盤地層〈陪灰色土〉の下から検出。 埋土から 9 股紀後半- 10世紀初断固の土~聞が出土した。 性

・織は不明。

SE6143 (PLAN 19; PL 32.43) 6ADD-P匹

P[支北首り中央にあって，586141麿絶後その北軍駐位置に設けられたJt.戸。 掘形は桂r.-:I

1. 7mの円形状で，凶同両手守りに東西制叩， 南北50cmの縦似続lの井戸作が伐る。枠甑のうち北側

のものは 枚板であるが1他は2-3欽を組み合わせている。伸版トま[11¥灰色砂山上に控目され，

事 ト端からが~50酬が残存するがj こ の間に椀怯等はなし 、。 底t$ ~1J;.とには少なくとも 2，交の山物を

指える。 」段のi倫物はf手50叩，同さ!5~ あり，そり下に保35酬 ， JZさ 15師 以上りやや小型の

州物を世く .Jt戸内製土から10世紀末闘の土器聞が出土した。なお縦似飢の井戸枠周聞には，

人聞大~ず前大の河郎石や瓦片が分布するが，井戸廃絶後に世3医されたものとll¥hれる。

SE6144 (PtAl'¥ 19; PL43) 6ADD-P区

• SE6 1013の ~t4_5mの位置にある井戸。雛形は地山である黄色砂に佳J.1 mの円筒形に縮られ，

探さはO.8m以上あるa 中央に縦板7歓を組み合わせた世依恥訓の円形Jt-戸枠を据える。t援は幅

15-18cm，躍さ 2-3凹，長さ帥冊以上ある。Jt.戸仲上端は胸触していたが，同組には平瓦片

をなて魁らLており，さらにその周囲に瓦を敷きつめてあった。年代決定をする千眠りになる

ような遺物は出土してレなL、
• SE6300 (PLAN 25; PL 42) 6ADD-P区

P阪凶聞にある井戸。相形は佳 L8mの円形で， 深さO.8mあり l 庇は庇色砂胞に遣する。

倒形の四北調子りに横絞組。井戸枠が残存 L，その内庇織にIjl!物を掛えてある。井戸枠は東西

77......79cm，南北74cm，成34叩， 1'1 さ 3~ほどり取を突き WIめにしただけり簡単なもので。最下

段のみが残存する。I!I!物は枠内やや北脊りにあり，托5(km，成11cm，"1さ3聞ほどである。衿

e 外は脱色砂 〈下桝}および冊匹巴砂白土(1駒)でJ!l込めとする。なお，井戸枠内埋土およひ'1l

込めから瓦器Hが出土している。

SK6136 (PLAN 25) 6ADD-P区

P区'1'失絡にある方形状の土摘。一辺2.lm，揮さO.4mL:J.上ある。井戸の可能性もある。時

期不明0

・SE6135(PLAN25; PL43) 6ADD-Qrg: 
Q包囲北にあり， F台北側!SB36叩の揖絶後，その両側位聞に設けられた井戸である。拙形は

車両1.6m，出北1.9m， 揮さ 5~ほどの浅い方形状のを益みのほぼ中央にるり I 一辺 1. 0mの方

形状をなす。井ド枠は縦仮組，相10-田明， 1'/き2......5酬の板材を 2-<枚並べ 2段に組ん

だ椀院で宜える構造になり，陥柱はな，'.底部は未開りため不明である。Jt戸内の挫土から瓦

*傑出 ・羽並などの遺物が問土した。なお，井戸上而から多散の入国大和I眠石が且つかってしる

が』これらは)j')-:;席絶後に投楽されたものと思われる。

SE61<6 (日 AN25;PL43) 6ADD-Q区

SE6135の西北に世けられた井戸。掘形は佳2m ， 深さ Ilkm ほどの不:t'~円形土織りトから倹
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111された。一辺 1.5m 11Y)i形をなし!出さは 1.3m tJ.よあって，中央に縦断組内JI-};枠を掘え

る。 JIド仲は内出-'i!l.1. Omあり ，出削lから 1.2mほど佳作する。縦恒は制10-2C酬。各辺に

5-10依ほどを適ぎ"'ね目き j 内側には隊および30c咽上位に縦支柱で主持した一段の横位を;r;

ける。m-;l'(は平たい石を敷きつめ，中央に内陸4恥m，日さ4伽包ほどのIlh物を抑える。Jtド枠
内埋土からは，上師熔 瓦椴 ・白圃片などが出土しており， 11世紀後半には班絶したことがわ s

.・る。

SK61l0 (PLAN25) 6ADD-QI丘

QIK北西部にある円形状の大土摘. S出690の rltltl:VJ柱を一部検して制られたもの。 l:T~iは

桂2.4-3.0mの不整円形だが 2段にわたって刷り込まれ，底部は担;鉢4えになる。採さは検出

面から*，:10.8mあって，埋土から奈良時代の土器量矧が山上した。井戸跡の可能性もある。 .

SE6級副S(I'LAN17; 1'1.42) 6ADE-A ~ 

A区西北隅にあり ，尚北JIliSA59却のI村端住穴に此配する井F。制形は一辺 1.7mの方形で

採さは北端が躍<1. 1 mあり，南織では95=と世L、。中央部に縦核継のJt.ji枠が揖る。Jt-}

は土庄てで，カか、なりd必:んで7九L、るが，同隅に木杭を打ち込んで隅柱とし， !til形眠から四，mの位置で検

桟を背合わせに捜して側仮を支えるロ側紋tt/ri.も込(iえる丙刊で4枚である。側阪の上地は腐

蝕しているが，下端から平均 1mほどが銭存していた。

小結

会良時代以降の遺構のうちには，山土遺物や住穴のi1i1'l聞係から9惟紀-11世紀末闘に比JL

できる遣備があり ，また住筋力、繍うもの，建物の崩れの同じものを手贈りにして時期分けを号

切.

えることができる遺構がある。氾京地成樹辺部の出V期以降の遺構鮮は，こうしたAj務が可能・

なので，時期分けと何時間の特世を抽11¥してみたL、
6ADD-N区，6ADD-Q区に県中するi脳陣は，

A期 513702.1， 5A7021， SB7061， SB剖80，5s冊目。 586070，5B3671， SA3669， 5s7nl 

5K7041 

B期 5B7α30，5B6074， 5K3682， 5A71l8 

C朋 587026，5137027， 5K7040， 5s7師0，5871佃， 583678， 5刷』但， 5B61師

に分かれる。A聞に属Fる盟物は， ，;，良時代り遺備に比べれば柱穴は l百円小さい70-師団て'

あるが， B加に凪する)j~備に比べればー凶り大き L 、。 またi!!物は梁行 2 川lか 1 川で身合のみの

鳩!のItかなレ簡単な建物が多い。姐物はsJm以隣のように伝れrにj ほぼ半身長)j杭と合王立しj

司.

この点も B期以降と怯絡を異にする。BJ割は悠物?留置が柑くなり，ムド厳1il¥'/.1二対してわ Fかに・

東や困に保れる。 5870;日 ・ 607.1のようにJ~ . ，"lを付けるものが出てくる 。 CJIlIの班物は平昼夜ブJ

位に対して北で点に約12且振れてLる。また 5s7凹6・7060• 7t曲のように胤lの取付き方が直

線で鋭機の大きい建物がある。 これらのー鮮の 'I~では大型円建物は， それぞれの区曲の中心班

物として機能してLたりであろう 。また Ss7026や5871回は近接する同時存花の付lJl盟物のた

めに隅を欠いており ，.ill物併を担錐に。しかし計岨<<，に配位していたことがわかる。 事
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G 西面大屋 SA1600と四一坊大路 SF154 

瓜車地械においては，摺51次調査において西画大mSA1600の抜刷点輯郎と思われる土壇を
一部俊/Jllている。尚さFρ{kmで，大半は灰尚色砂円土からなり，J二部の約5酬が員色砂田土で

ある。且凶0東端部幅 1m強を長さ11m余にわたって検出したに過ぎず，したがっ C箪垣本体

$には珂世が及んでいなL が ， と伝子円心および佐伯)"J推ZUIし、を ~::Ijに多少の似れを4F摺すると ，

大垣しの隆僚はWI11-112の)::Jに想定される。部133次調査で験日1した出而酋l'リ(，'i火薬刊 SH

10200)から直前大tri七までの計市 litは回0尺であるから凡=O.295mとすれば241.9m自

ブ';，すなわち WII1.0が大垣心となり (1尺 0田6では242.7ml"i， WII1.8)，先の想定と通わな

い砧*を押られる。 SA1600の基壇東端は W108.3あたりにあり，これらから1M原される基喧

・闘は5.4-7mということになる。

titlOJ-14次調在においては，佐伯門のすぐVjにおいて西一時大路とその両側冊を検出して
お

いる。東側溝5D152は幅3.8-5. 6m，深さO.5-0. 8mU)然倒り珊である。fli土と砂が交T正に椎

制l，大きく 3胞に分れる。上層からは8世配後半。調車繁盛鮮が.'1'朋からは須聴器片の

ほか軒九正:6308型式と 63 16型式が各 1 山，"瓦Jl-J宝山が山土した 。 西側i~ 501日は輔1.5-

‘ 2.0m ， 深さ O.2mで，埋土は一線な砂間土である。 前中からは 8ltt~能平dJ1ti聴器杯が出土し

たの これらの消聞が困ーがJ大路 SFl54で，路而幅は20.2-20.8m，側間心心距離は24.0mと

なり ，80尺 (8よ〉の大路幅員が想定される。また 大臣雄山心から班側珊点.1までは約 11m

あるが，これから大1jj必底幅の 1/2すなわち '.5尺をヲ1¥、た9.7m(33尺)ほどが橋地の相とな

る。なお，条曲II闘艇は大垣心から凶へ80尺， -tなわちW135.3のあたりにらったことになり，

剛これは凶ー幼大路の中いではなく 5尺四へ寄る。出32次・39次調:ff.で切lらかにされている東

Jjj大路とJt絞すると，問時むし崎1離か8士であること， 官械に近い7，の側間の提供がより大

きいニと，大師と宮大垣との川!の'.Ii地の幅がf'1lOmであること l は iの“Yi，点で九割じ泊する。し

かし， JJ( . tJj .kfX附同開円相8}{に対Lて剖~VJ大問点醐品。刷は 1 6尺，lír 1:免で 2 的の広さとな

り!出-t'i.k岡西側情。輔も約6}{で東一品大聞東側前払M>1尺よりも広L、。

# ところで，肉面大砲については以上のほかに沼田-1，88-13次調先によって，小規模ながら
‘】

も舟姻をおこなってL る。どちらも自己寮地峻西北方の凶而大厄惟定観上における個人住宅の建

設に伴う事前調住として実施したもので，'1、面債のため確たる成果をやげ押なかったが， 摺88~1

次調査においては大塩基壇の一部~且われる遺備を検出しているので併せて報告しておこう 。

調査範聞は班凶20m，I旬北'mで，近世には墓地であったらしく， 3個の雌骨惨および埋葬

'" JIU 摘と叫われるものを尭且している。これらの土摘~/)~公民時代の迫慨を哩乱していたが，

訓告地の回答りで，車白幅約6mで巾止にのびる革壇状追怖を検11¥した。地山上に約'(k叩程度

の雌土をしたもので，そり東西には大品の瓦片が散乱してレる(鮮半瓦“41!世" . 6727~1式各 1 /，;，

を合む〉ため，大垣耳壇と考えた。この韮i討を挟んでm白砂J側にl何北方向のi聞がある。凶側の

1) r勾縦1982Jp.9~ lOo 

2) r間柄 52年度平11:宮既報J1>.31-出 a
3) 4'b武官外の遺備に関しては，邑とは別悩に，

LI:);(側と.(i川 uiに分けてそ"ぞれ独自の遺憾番

号を付';している.

') r附柄。勾1!r1"II:-g概憎Jp.210 

61 



¥'''10 
内 l円

ii88-I:I:)..: 

t 

H10.伽

一、、7"ーー一一一E功d

L. I jî~b，~1"" 
'"崎

.，ω 
←去王F

'1.'1心

亙亙1
".-1~ .，~ 

1j門部l仏ト1山
:i，!(と立主~I WII~ 

j川 11 --;門 ，，，

トー~

次。l、i
 

E $ 
ニ主ニ二孟ニ--'，'"

日fl，20 困~幼大路関係の遺I~

62 



　ものは基壇の西方ｌｍに，東側の溝は約３ｍ離れて位置する　laiのものは雨落溝のl･f能性があ

　る。基壇盛土を除去して下屑の南北溝を検出している。この満は盛土の東縁下に位置するた

　め，平城宮造営時のものと考えられた。

　　　人垣基壇と考えた盛土の範囲はWHOからW116に及び，その幅約６ｍで先の第51次調査の成

＊　果と矛盾しない。しかし，基壇の心は＼V113付近にあることとなり，２ｍほど西に偏する。約

　360 mほど北方にあたるため振れを考慮しなければならないが，振れは20'iiどあり大き過ぎ

　る。ただ，大垣本体が基壇の東寄りに構築されたとみれぱ許容されるところではある。いずれ

　にしても基壇外６方ｌｍにある南北溝を雨落溝とみるのは妥当でない。下屑で検川され造営時

　のものとみた南北溝はwill～112の問にその中心がある心切･a推定心と　･致するため地割溝の

＊　11f能性が強いが，断定はできない。
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